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令和元年度に
追加する主な事業
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平成30年度　一般会計決算を不認定
機構改革も見直しを迫る
　９月定例会を５日から21日間の会期で開き、平成３０年度各会計決算、令和元年度補正予算など
を審議しました。
　平成30年度一般会計歳入歳出決算では、同和対策事業の地区活動費補助金の使途や在り方、
戦没者追悼式の消耗品として購入した町長着用の正装礼服購入の是非などを巡り賛否が分かれ、
採決の結果、賛成少数で不認定となりました。決算審査の結果、発議した決議案２件は全会一致
で可決し、機構改革の見直しを強く迫りました。（関連5・9ページ）
　そのほかに上程された３１議案は原案通り可決しました。

庁舎などのセキュリティを強化
本庁、各支所、保健福祉センターに
電気錠や監視カメラを設置する

454 万円

公園トイレの洋式化
仁王堂公園と名和公園の
トイレを洋式化する

497 万円

戦没者追悼式
毎年869人の戦没者を追悼しているが、
30年度は町長が着用する礼服（8万円）を

購入した

35 万円
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平成30年度に
行われた主な事業
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平成30年度　一般会計決算を不認定９月
定例会

大山開山1300年祭
地方創生推進事業として県および
西部市町村が合同で行った
4207 万円

避難所などに防災用Wi-Fiを設置
町内指定避難所などにフリーWi-Fiを設置し

災害時の通信手段を確保した

2499 万円
災害復旧

台風24号などによる自然災害に
すみやかに対応した

8804 万円

陸上競技場を全面改修
名和陸上競技場の走路レーンなどの
改修で環境整備をはかった
１億4580万円

合
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町
の
財
政
状
況
は

ど
げ
ん
な
っ
ち
ょ
る

　

平
成
30
年
度
普
通
会
計
の
決
算

は
、
歳
入
総
額
１
１
３
億
５
３
８
９
万

円
（
前
年
度
比
５
億
２
１
６
９
万
円
の

減
）、
歳
出
総
額
１
０
６
億
２
０
９
８
万

円
（
前
年
度
比
６
億
４
０
３
３
万
円
の

減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
一

般
会
計
が
59
億
２
３
３
万
円
、
特
別

会
計
が
７
億
３
８
０
１
万
円
で
、
前

年
度
に
比
べ
、
両
会
計
を
合
わ
せ
て

１
億
９
３
１
９
万
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
。

　

町
債
（
借
金
）
残
高
は
、
一
般
会
計

が
１
０
５
億
９
９
６
３
万
円
、
特
別
会

計
と
水
道
事
業
会
計
66
億
５
６
１
２
万

円
で
前
年
度
に
比
べ
両
会
計
を
合
わ
せ

て
８
億
２
５
５
８
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○町債残高（平成30年度末現在）
会計名 30年度末現在高 29年度末現在高 増減額

一　　般　　会　　計 105億 9963万円 109億 142万円 △ 3億 179万円

特別会計

住宅新築資金等貸付事業 661万円 1008万円 △ 347万円
診療所 2億 3605万円 2億 4715万円 △ 1110万円
農業集落排水事業 28億 4580万円 30億 5734万円 △ 2億 1154万円
公共下水道事業 25億 4561万円 27億 3747万円 △ 1億 8016万円
風力発電事業 1727万円 3511万円 △ 1784万円
宅地造成事業 2235万円 2980万円 △ 745万円
索道事業 8131万円 8131万円 0万円

小　　　計 57億 5500万円 62億 1183万円 △ 4億 3156万円
水　　　道　　　事　　　業 9億 112万円 9億 9335万円 △ 9223万円

合　　　　　計 172 億 5575 万円 180 億 8133 万円 △ 8 億 2558 万円

○基金残高内訳（平成30年度末現在）
会計名 （主な）基金名 30年度末現在高 29年度末現在高 増減額

一般会計

財政調整基金 18億 4642万円 18億 3667万円 975万円
減債基金 6億 8398万円 6億 8123万円 275万円
公共施設整備基金 8億 7587万円 8億 7506万円 81万円
合併振興基金 14億 4391万円 13億 5971万円 8420万円
ふるさと応援基金 4億 960万円 4億 9703万円 △ 8743万円
その他 6億 4255万円 6億 3996万円 259万円

小　　　計 59億 233万円 58億 8966万円 1267万円

特別会計

索道基金 9170万円 9248万円 △ 78万円
国民健康保険基金 1億 3586万円 3758万円 9828万円
風力発電基金 2694万円 2594万円 100万円
その他 4億 8351万円 4億 149万円 8202万円

小　　　計 7億 3801万円 5億 5749万円 1億 8052万円
合　　　　　計 66 億 4034 万円 64 億 4715 万円 1 億 9319 万円

0

50億

100億

150億

200億
（円）

基金（貯金）残高 町債（借金）残高

H28

62億

H28

187億

H29

181億

H30

173億

H29

64億

H30

66億

貯金と借金
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普通会計

歳出総額
106億2098万円

普通会計

歳入総額
113億5389万円

【入ったお金】【使ったお金】

町税
14.2％

人件費
15.1％

扶助費
8.6％

繰出金
13.6％

物件費
20.6％

補助費等
12.6％

普通建設・災害復旧
12.9％

普通建設・災害復旧
12.9％

その他
4.0％

公債費
（借金の返済金）
12.6％

繰越金
5.4％

町債（借金）
8.8％ 繰入金

2.5％

譲与税・交付金
3.7％

その他
5.7％

国・県支出金
16.7％

地方交付税
43.0％

自主財源　27.8％

依存財源　72.2％投資的経費 12.9％

義務的経費 36.3％

その他　50.8％

普通会計とは
一般会計に土地取得・住宅新
築資金等貸付事業・開拓専用
水道事業の 3つの特別会計を
加えたものです。

監
査
委
員
の
意
見

―
平
成
30
年
度
決
算
審
査
―

代
表
監
査
委
員
　
　
　
石
　
黒
　
澄
　
男

議
会
選
出
監
査
委
員
　
西
　
山
　
富
三
郎

○
報
酬
支
払
事
務
の
見
直
し
を

　

農
業
委
員
会
委
員
の
報
酬
支

払
事
務
に
お
い
て
、
報
酬
額
か

ら
各
委
員
の
貯
蓄
分
な
ど
の
引

き
去
り
処
理
が
手
作
業
で
行
わ

れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
事
務

の
効
率
化
・
負
担
軽
減
・
事
務

処
理
ミ
ス
防
止
の
た
め
、
か
か

る
費
用
と
の
兼
ね
合
い
を
考
慮

し
つ
つ
、
電
算
化
を
検
討
さ
れ

た
い
。

○
長
期
の
未
収
金
は
対
策
を

　

前
年
度
と
同
額
の
未
収
金
が

あ
が
っ
て
い
る
。
徴
収
努
力
は

認
め
る
が
、
同
一
案
件
で
長
期

未
収
の
ま
ま
同
額
を
計
上
し
続

け
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
改
善

策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

○
機
構
改
革
は
慎
重
に

　

職
員
の
定
員
事
情
が
厳
し
い

な
か
、
事
業
を
精
査
し
て
、
廃

止
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た
「
事

業
・
事
務
」
の
見
直
し
を
検
討

さ
れ
た
い
。

　

平
成
30
年
７
月
に
行
わ
れ
た

機
構
改
革
に
よ
り
、
少
な
か
ら

ず
混
乱
が
生
じ
て
い
る
。
今
後

組
織
体
制
の
見
直
し
の
際
は
十

分
に
検
討
し
た
う
え
で
行
わ
れ

た
い
。

監査委員からの報告を受ける町執行部
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チェックします

９月定例会

議
案 の 質疑 討論
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捕獲したイノシシ

乗り降りしやすい低床の消防車

公
園
ト
イ
レ
の
洋
式
化

【
大
森
議
員
】
対
象
の
公

園
は
。

【
建
設
課
長
】
仁
王
堂
と
名

和
公
園
ト
イ
レ
で
、
和
式

か
ら
洋
式
に
変
更
す
る
。

合
わ
せ
て
ベ
ビ
ー
チ
ェ

ア
・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
の
設

置
を
考
え
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
捕
獲
奨
励
金

【
野
口
昌
議
員
】
捕
獲
奨
励

金
２
７
０
万
円
増
額
の
内

訳
と
想
定
捕
獲
頭
数
は
。

【
農
林
水
産
課
長
】
内
訳

は
、
イ
ノ
シ
シ
が
有
害

期
１
０
０
頭
、
狩
猟
期

２
０
０
頭
、
シ
カ
10
頭
で

あ
る
。

　

昨
年
度
同
等
の
７
０
０

頭
を
想
定
し
て
い
る
。

消
防
車
の
購
入

【
米
本
議
員
】
積
雪
時
対

策
と
し
て
高
床
車
が
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
る
が
、
低

床
車
の
購
入
に
よ
り
高
床

車
は
な
く
な
る
の
か
。

【
総
務
課
長
】
名
和
分
団
と

の
協
議
の
結
果
で
あ
る
。

無
く
な
る
か
ど
う
か
は
把

握
し
て
い
な
い
。

【
西
尾
議
員
】
防
災
監
か

ら
の
助
言
は
。

【
総
務
課
長
】
仕
様
決
定

は
防
災
監
と
相
談
し
、
分

団
と
も
協
議
し
た
。

【
加
藤
議
員
】
高
床
車
と

低
床
車
の
地
面
か
ら
の
高

さ
の
違
い
は
。

【
総
務
課
長
】
高
さ
の
違

い
は
後
で
資
料
を
提
出
す

る
。

【
門
脇
議
員
】
自
動
車
会

社
を
指
定
す
る
の
は
お
か

し
い
。
入
札
と
し
て
望
ま

し
く
な
い
。

【
総
務
課
長
】
納
入
実
績
が

あ
り
、
団
員
も
操
作
に
慣

れ
て
い
る
車
両
で
あ
る
。

質 

疑

  
  

補
正
予
算
と
財
産
の
取
得

【
近
藤
議
員
】
低
床
車
で
災

害
時
は
大
丈
夫
か
。

【
総
務
課
長
】
現
在
は
低
床

車
が
主
流
で
あ
る
。
乗
り

降
り
や
消
火
活
動
を
優
先

し
た
。

【
町
長
】
一
番
大
切
な
の

は
災
害
時
の
機
動
性
で
あ

る
。
防
災
監
の
知
識
、
現

場
で
使
用
す
る
団
員
の
意

見
が
重
要
で
あ
る
。
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会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

【
近
藤
議
員
】
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ

る
が
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
は
。

【
総
務
課
長
】
メ
リ
ッ
ト

は
全
国
の
市
町
村
で
臨
時

職
員
・
嘱
託
職
員
の
扱
い

が
統
一
さ
れ
る
。
デ
メ

リ
ッ
ト
は
退
職
金
や
昇
給

な
ど
で
、
来
年
度
は
約

６
７
０
０
万
円
人
件
費
が

増
加
す
る
。

【
大
森
議
員
】
滞
納
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
制
限
項
目

の
記
載
を
条
例
か
ら
規
則
に

変
更
す
る
理
由
は
何
か
。

【
税
務
課
長
】
各
課
の
行
う

事
業
も
年
々
変
わ
り
把
握

し
き
れ
て
い
な
い
。
新
規

事
業
を
迅
速
に
加
え
る
た

め
の
条
例
か
ら
規
則
へ
の

変
更
で
あ
る
。

【
門
脇
議
員
】
住
民
の
権
利

を
制
限
す
る
こ
と
が
条
例

だ
と
事
務
執
行
に
支
障
が

あ
っ
た
の
か
。
滞
納
者
本

人
で
は
な
く
世
帯
の
人
に

制
限
が
か
か
る
の
も
疑
問

で
あ
る
。

【
税
務
課
長
】
把
握
し
て
い

な
い
。
規
則
に
変
わ
っ
て

も
運
用
は
変
わ
ら
な
い
。

【
近
藤
議
員
】
条
例
か
ら
規

則
に
し
、
議
会
の
審
議
を

経
な
い
こ
と
に
問
題
が
あ

る
。
事
業
課
と
税
務
課
と

の
単
な
る
連
携
不
足
で
は

な
い
の
か
。

滞
納
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
等
の
制
限
措
置

南
光
河
原
駐
車
場

【
野
口
昌
議
員
】
１
台
１

日
に
つ
き
１
０
０
０
円
。

１
時
間
で
出
庫
し
て
も

１
０
０
０
円
な
の
か
。

【
観
光
課
長
】
博
労
座
の
駐

車
場
利
用
に
準
じ
て
い
る
。

24
時
間
で
も
、
１
時
間
で

も
１
０
０
０
円
で
あ
る
。

【
西
尾
議
員
】
利
用
者
に
配

慮
し
た
条
例
な
の
か
。

【
観
光
課
長
】
利
用
し
や
す

い
よ
う
、
県
と
協
議
し
て

い
く
。

【
税
務
課
長
】
実
際
そ
う
い

う
面
が
あ
る
。
条
例
改
正

が
遅
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

【
町
長
】
町
民
の
権
利
を
制

限
し
な
い
の
は
大
事
だ
が
、

納
税
は
国
民
の
義
務
で
あ

る
。

　

税
務
課
に
相
談
い
た
だ

け
れ
ば
制
限
ま
で
は
受
け

な
い
。
議
会
で
認
め
ら
れ

た
条
例
を
越
え
る
こ
と
は

な
い
と
考
え
る
。

討
　  

論

○
反
対

【
大
森
議
員
】
悪
質
な
滞
納

は
別
と
し
て
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
制
限
は
避
け
る
べ
き
。

今
回
の
改
正
で
議
会
を
経

る
こ
と
な
く
変
更
で
き
る

こ
と
に
な
る
。
住
民
の
福

祉
・
権
利
に
直
接
関
わ
る

こ
と
は
議
会
の
審
議
を
経

る
べ
き
。

【
門
脇
議
員
】
住
民
に
対
す

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
係

す
る
こ
と
は
基
本
的
に
条

例
で
定
め
る
べ
き
で
あ
る
。

改
正
案
を
認
め
る
こ
と
は
、

行
政
の
執
行
を
監
視
す
る

と
い
う
議
会
の
役
割
を
自

ら
放
棄
す
る
に
等
し
い
。

【
近
藤
議
員
】
税
滞
納
で
子

ど
も
が
サ
ー
ビ
ス
制
限
を

受
け
た
実
例
も
あ
っ
た
。

子
育
て
施
策
に
反
す
る
。

【
森
本
議
員
】
サ
ー
ビ
ス
の

制
限
が
滞
納
者
本
人
と
世

帯
員
に
か
か
る
も
の
が
混

在
し
て
い
る
。
規
則
に
な

れ
ば
議
会
を
経
な
い
の
で
、

住
民
の
権
利
に
関
す
る
こ

と
が
議
会
で
の
議
論
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。

【
池
田
議
員
】
規
則
に
な
る

こ
と
に
よ
っ
て
議
会
を
通

ら
な
く
な
る
。
住
民
代
表

の
議
会
を
通
す
べ
き
。

○
賛
成

【
大
杖
議
員
】
特
例
措
置
と

し
て
分
納
や
納
税
者
の
立

場
を
勘
案
し
た
う
え
で
進

め
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
の
停
止

に
な
ら
な
い
。

【
加
藤
議
員
】
条
例
改
正
し

な
い
ま
ま
だ
と
、
事
業
が

変
わ
る
た
び
に
条
例
改
正

が
必
要
で
、
サ
ー
ビ
ス
制

限
対
象
外
の
事
業
も
出
か

ね
な
い
。

　

納
税
者
と
悪
質
な
滞
納

者
が
同
じ
よ
う
に
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
規
則
と
し
て
柔
軟

に
対
応
し
、
納
税
を
し
て

い
る
住
民
を
守
る
べ
き
で

あ
る
。
特
例
措
置
も
あ
る
。

恣し

い意
的
な
運
用
が
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。
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条
例
の
制
定
と
改
正

条例がつくられた駐車場

定
　
例
　
会

審
議
結
果

視
察
報
告

お
知
ら
せ

委
員
会
報
告

一
般
質
問

質
疑
・
討
論



2019 年10月　議会だよりだいせん 58号　8

フ
ァ
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リ
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サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

【
吉
原
議
員
】
利
用
件
数
は

増
え
て
い
る
の
か
。
利
用

者
数
を
増
や
す
取
り
組
み

は
。

【
こ
ど
も
課
長
】
29
年
度
か

ら
は
大
幅
減
少
し
た
。

　

ま
ず
は
、「
お
願
い
会
員
」

を
増
や
す
こ
と
か
ら
と
考

え
て
い
る
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理
委
託
料

【
岡
田
議
員
】
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、広
報
紙
な
ど
の
ペ
ー

ジ
送
り
が
で
き
な
い
。
改

善
は
出
来
な
い
の
か
。

【
町
長
】
今
年
度
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
す
る
。

【
池
田
議
員
】
更
新
も
委
託

料
に
含
ま
れ
る
か
。

【
町
長
】
保
守
管
理
の
み
。

更
新
は
担
当
課
が
行
う
。

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

【
加
藤
議
員
】
こ
の
事
業
費

は
不
要
額
が
多
い
が
、
使

い
勝
手
が
悪
い
の
か
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
新
規
利

用
者
が
な
く
施
設
入
所
な

ど
も
あ
り
減
と
な
っ
た
。

　

今
年
度
は
さ
ま
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
が
選
択
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
る
。

戦
没
者
追
悼
式
事
業

【
近
藤
議
員
】
戦
没
者
追
悼

式
の
消
耗
品
費
が
29
年
度

質 
疑

  
  

一
般
会
計
決
算

ファミサポの申込用紙

の
倍
額
に
な
っ
て
い
る
が
、

理
由
は
。

【
住
民
課
長
】
町
長
の
式
用

正
装
礼
服
費
が
含
ま
れ
て

い
る
。

【
近
藤
議
員
】
礼
服
は
こ
れ

以
外
に
着
用
し
な
い
の
か
。

【
町
長
】
遺
族
会
か
ら
の
要

望
が
あ
り
購
入
し
た
。

　

こ
れ
以
外
で
は
着
用
し

な
い
。

老
人
ク
ラ
ブ
育
成
事
業

【
近
藤
議
員
】
老
人
ク
ラ
ブ

費
増
額
の
理
由
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
少
人
数

区
分
も
対
象
と
す
る
と
と

も
に
、
団
体
の
人
数
に
よ

り
補
助
額
も
変
更
し
た
た

め
で
あ
る
。

同
和
地
区
活
動
費

【
近
藤
議
員
】
同
和
対
策

補
助
事
業
で
３
地
区
に
計

４
１
０
万
円
補
助
し
て
い

る
。

　

そ
れ
を
旅
費
、
日
当
、

新
聞
代
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
る
が
、
根
拠
は
。

【
福
祉
介
護
課
長
】
各
団
体

の
旅
費
規
程
な
ど
に
よ
る
。

【
副
町
長
】
個
別
の
要
項
が

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
今

後
改
正
し
て
い
き
た
い
。

河
川
水
質
・
悪
臭
物
質
測
定

【
西
尾
議
員
】
悪
臭
、
水
質

検
査
は
毎
年
同
じ
結
果
で

あ
る
。
苦
情
は
な
い
の
か
。

【
住
民
課
長
】
住
民
か
ら
苦

情
が
あ
っ
た
際
に
は
原
因

追
求
し
て
い
る
。
公
表
方

法
は
今
後
考
え
て
い
く
。

【
門
脇
議
員
】
水
質
検
査
の

基
準
は
。

【
住
民
課
長
】
通
常
は
、
生

活
環
境
に
適
す
る
か
ど
う

か
、
特
定
の
事
業
所
の
水

質
検
査
の
要
望
が
住
民
か

ら
あ
れ
ば
、
排
水
に
適
す

る
か
ど
う
か
、
で
あ
る
。

災
害
復
旧
費

【
西
尾
議
員
】
町
単
独
の
災

害
復
旧
費
は
３
４
０
０
万

円
で
あ
る
。
国
や
県
か
ら

の
災
害
復
旧
費
が
な
い
と

川に流れ込む排水

今
後
毎
年
、
単
町
費
と
な

る
の
か
。

【
農
林
水
産
課
長
】

　
３
４
０
０
万
円
は
平
成

30
年
９
月
の
災
害
分
で
あ

る
。
防
災
・
減
災
で
あ
れ

ば
事
前
に
町
債
で
や
る
も

の
と
考
え
る
。

　

交
付
金
で
で
き
る
も
の

は
交
付
金
で
、
で
き
な
い

も
の
は
単
独
で
行
う
。

定
　
例
　
会

審
議
結
果

視
察
報
告

お
知
ら
せ

委
員
会
報
告

一
般
質
問

質
疑
・
討
論



不認定

討
　  

論

○
反
対

【
野
口
俊
議
員
】
戦
没
者
追

悼
式
で
着
用
す
る
正
装
礼

服
が
消
耗
品
費
で
購
入
さ

れ
て
い
る
。
小
中
学
校
の

入
学
式
で
学
校
長
も
着
用

し
て
い
る
が
、
公
費
で
は

買
っ
て
い
な
い
。
県
に
も

確
認
し
た
が
私
服
に
は
公

費
は
出
し
て
い
な
い
。
近

隣
で
も
公
費
で
買
っ
た
と

こ
ろ
は
な
い
。

【
大
森
議
員
】
同
和
対
策
事

業
は
見
直
す
べ
き
。格
差
は

改
善
さ
れ
た
の
に
、い
ま
だ

に
同
和
対
策
に
約
１
億
円
が

使
わ
れ
て
い
る
。
地
区
活
動

費
か
ら
任
意
団
体
の
集
会
参

加
費
と
し
て
１
０
０
万
円
近

く
使
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
不

適
切
な
財
政
執
行
が
行
わ
れ

て
い
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え

な
い
。

【
加
藤
議
員
】
公
費
で
購
入

す
べ
き
も
の
で
な
い
物
や
、

地
区
活
動
費
な
ど
の
補
助

金
全
般
が
自
由
に
使
え
る

よ
う
に
支
出
さ
れ
て
い
る
。

　

説
明
不
足
の
案
件
が
就

任
当
初
か
ら
続
い
て
お
り

改
善
さ
れ
て
な
い
。

○
賛
成

【
西
山
議
員
】
議
会
の
決
算

認
定
の
法
的
性
格
は
確
認

行
為
で
あ
り
、
決
算
の
認

否
が
効
力
に
影
響
し
な
い
。

た
だ
し
、
議
会
が
認
定
し

な
い
と
町
長
の
政
治
的
責

任
が
残
る
。

　

町
長
の
正
装
礼
服
は
遺

族
会
か
ら
の
要
望
で
あ
り
、

公
費
で
購
入
す
る
か
は
町

長
の
判
断
で
あ
る
。

　

国
も
県
も
同
和
地
区
に

補
助
す
る
こ
と
を
認
め
て

い
る
。
町
の
条
例
通
り
に

執
行
し
て
い
る
。

【
岡
田
議
員
】
農
業
後
継
者

問
題
な
ど
、
農
業
振
興
に

幅
広
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

部
落
差
別
解
消
推
進
法

は
差
別
の
存
在
を
認
め
、

教
育
・
啓
発
が
必
要
と
明

記
さ
れ
て
い
る
。
部
落
差

別
解
消
に
向
け
同
和
対
策

費
は
必
要
な
予
算
で
あ
る
。

高
齢
者
福
祉
の
拡
充
や
子

育
て
支
援
な
ど
、
幅
広
く

住
民
福
祉
の
向
上
を
は

か
っ
て
結
果
を
出
し
て
い

る
。

一
般
会
計
決
算
は
決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
認
定

で
し
た
が
、
本
会
議
で
採
決
の
結
果
、
不
認
定
と
な

り
ま
し
た
。
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宿泊が廃止された山香荘

大
山
参
道
市
場
運
営
事
業

【
西
尾
議
員
】
参
道
市
場
の

委
託
料
、
指
定
管
理
料
な

ど
を
ど
う
考
え
る
か
。

【
観
光
課
長
】
指
定
管
理
料

に
つ
い
て
は
㈱
さ
ん
ど
う

の
決
算
を
見
な
が
ら
考
え

た
い
。

夕
陽
の
丘
神
田
運
営
事
業

【
加
藤
議
員
】
夕
陽
の
丘
神

田
の
宿
泊
が
廃
止
さ
れ
た

が
、
大
山
旅
館
組
合
と
連

携
し
て
見
え
た
成
果
と
は
。

【
観
光
課
長
】
大
山
の
旅
館

を
生
徒
・
学
生
が
、
延
べ

１
９
２
９
泊
利
用
し
た
。

一
般
会
計
全
般

【
米
本
議
員
】
竹
口
町
政
に

な
り
、
初
め
て
の
当
初
予

算
か
ら
決
算
ま
で
の
執
行

だ
っ
た
が
、
振
り
返
っ
て

み
て
ど
う
か
。

【
町
長
】
一
番
の
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、

子
育
て
施
策
で
の
取
り
組

み
が
合
併
後
初
の
人
口
社

会
増
に
つ
な
が
っ
た
。
今

後
も
検
証
し
翌
年
度
へ
つ

な
げ
て
い
き
た
い
。

【
大
森
議
員
】
66
億
円
あ
る

基
金
の
活
用
方
針
は
。

【
町
長
】
積
極
的
に
使
う
の

な
ら
ば
ま
ず
は
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
な
ど
か
ら
と
考

え
て
い
る
。

質 

疑

 

 
  

診
療
所
特
別
会
計
決
算

【
近
藤
議
員
】
大
山
診
療

所
は
４
年
前
に
町
の
検
診

セ
ン
タ
ー
化
で
２
千
万
円

を
投
資
し
た
が
、
平
成
30

年
度
の
同
診
療
所
の
人
間

ド
ッ
ク
利
用
は
何
件
か
。

【
健
康
対
策
課
長
】
29
年
度

は
１
２
８
件
、
30
年
度
は

町
外
で
の
ド
ッ
ク
利
用
も

助
成
対
象
と
し
た
こ
と
も

あ
り
、
20
件
で
あ
っ
た
。

【
近
藤
議
員
】
行
政
の
継
続

性
か
ら
、
人
間
ド
ッ
ク
の

検
診
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い

て
も
前
町
長
の
時
の
こ
と

で
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
。

　

赤
字
を
ど
う
埋
め
る
の

か
。

【
健
康
対
策
課
長
】
地
域
医

療
の
拠
点
で
あ
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
。

　

各
所
長
と
経
営
に
つ
い

て
協
議
し
た
い
。

定
　
例
　
会

審
議
結
果

視
察
報
告

お
知
ら
せ

委
員
会
報
告

一
般
質
問

質
疑
・
討
論
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◇賛否の分かれた議案◇
７月臨時会	 ○は賛成、×は反対あるいは保留

氏　　　　名

議　　　　案

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

加
藤
紀
之

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

米
本
隆
記

大
森
正
治

野
口
昌
作

近
藤
大
介

西
尾
寿
博

吉
原
美
智
恵

岡
田
　
聰

野
口
俊
明

西
山
富
三
郎

結　果

財産の取得について（小学校児童用端末） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人可決

９月定例会	

氏　　　　名

議　　　　案

森
本
貴
之

池
田
幸
恵

門
脇
輝
明

加
藤
紀
之

大
原
広
巳

大
杖
正
彦

米
本
隆
記

大
森
正
治

野
口
昌
作

近
藤
大
介

西
尾
寿
博

吉
原
美
智
恵

岡
田
　
聰

野
口
俊
明

西
山
富
三
郎

結　果

大山町町税等の滞納に対する行政サービス等の制限
措置に関する条例の一部を改正する条例について × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成10人可決

平成 30 年度大山町一般会計歳入歳出決算の
認定について ○ ○ × × ○ ○ × × × × × ○ ○ × ○ 賛成7人不認定

平成 30 年度大山町住宅新築資金貸付事業特
別会計歳入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人認定

平成 30 年度国民健康保険診療所特別会計歳
入歳出決算の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成14人認定

財産の取得について（名和第２分団　消防ポ
ンプ車） ○ × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 賛成10人可決

◇全会一致で可決・同意の議案◇
７月臨時会	 補正予算（1件）
９月定例会	 条例（７件 )、決算認定（12件）、補正予算（６件）、人事（１件）、財産の取得（1件）、決議（２件）
議案の議決は、杉谷洋一議長を除く15人で行います。

一目でわかる審議結果 ７月臨時会
９月定例会
提出議案

町
長
の
予
算
執
行
に
モ
ノ
申
す

決
算
審
査
特
別
委
員
会
報
告

　

今
年
度
は
竹
口
町
長
就
任
後
、
自
身
が
手
が
け
た
初
め
て
の
予

算
執
行
決
算
で
あ
っ
た
。

　

付
託
を
受
け
た
15
議
案
は
分
科
会
形
式
に
よ
り
会
期
中
3
日
間
、

全
員
に
よ
る
審
議
を
20
日
に
行
っ
た
結
果
、
付
託
さ
れ
た
15
議
案

す
べ
て
を
認
定
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
懸
念
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
次
の
附
帯
決
議
を
提
出

す
る
と
と
も
に
、
機
構
の
見
直
し
を
求
め
る
決
議
を
提
出
し
た
。

【
附
帯
決
議
】

　

議
会
は
平
成
30
年
度
決
算
審
査
の
結
果
、
不
適
切
な
支
出
・
事

務
手
続
き
や
職
員
の
交
通
事
故
も
多
く
公
務
中
の
緊
張
感
欠
如
が

懸
念
さ
れ
た
。
税
金
で
執
行
さ
れ
る
行
政
事
務
が
町
民
の
信
頼
を

損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底
を
求
め

た
。

【
組
織
機
構
の
見
直
し
の
決
議
】

〇
室
・
課
を
超
え
て
関
連
す
る
業
務

は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
な
ら

な
い
よ
う
連
携
を
取
ら
れ
た
い
。

〇
総
務
課
・
財
務
課
で
関
連
す
る
実

務
の
責
任
所
在
を
明
確
に
す
る
よ

う
改
め
ら
れ
た
い
。

〇
観
光
と
商
工
の
関
連
す
る
事
業
は

連
携
が
円
滑
に
な
る
よ
う
組
織
機

構
を
見
直
さ
れ
た
い
。

実務の確認に重要な朝礼
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貨客混載事業の実験

指定避難所 公有財産町営住宅使用料の滞納

ＲＰＡ

企画課

総務課 財務課財務課

総務課

総務 常任委員会

常 任 委 員 会の活動
９月定例会

🆀台風が多く発生しているが、
町の指定避難所の数は。
🅰中山地区に６、名和地区に６、
大山地区に８カ所で、地区公
民館、トレーニングセンター、
小・中学校、改善センター、
そのほかを指定している。

🆀公有財産の売却や交換は。
🅰道路敷、保安林などを個人や
法人に売却した。
　水路２カ所を土地交換した。

🆀町営住宅の使用料（家賃）の
滞納状況は。
🅰９月 10日現在で駐車場使用
料も含め、滞納者は実質 14
人で約 400万円ある。

🆀ＲＰＡによる作業とは。
🅰Ｒはロボット、Ｐはプロセス、
Ａはオートメーションの略語。
パソコンを用いたデータ照合や
データ転記など単純作業をソフ
トウエアのロボットが自動で代
行するもの。業務の効率化、人
的ミスの防止などが期待できる。

🆀どんな形で行われるか。
🅰県の実証実験に大山町も参
加する。貨物・公共交通事業
者、自主組織（やらいや逢坂、
まちづくり大山）が参加する。
自主組織の参加は全国的にも
珍しい。

閉会中に意見交換会を実施

大山町消防団から話を聞く委員

大山町議会では、常任委員会で議案や事務・事業などを分担
し、より詳細な審査を行っています。

　

９
月
11
、
12
、
13
、
17
日
の
４
日
間
、
平
成
30
年

度
決
算
、
令
和
元
年
度
補
正
予
算
な
ど
、
所
管
す
る

各
課
か
ら
説
明
を
受
け
審
査
す
る
と
と
も
に
、
町
内

の
現
地
調
査
を
行
っ
た
。

　

９
月
定
例
会
前
の
７
月
に
は
大
山
町
消
防
団
と
の

意
見
交
換
を
行
い
、
本
部
団
団
長
、
防
災
監
な
ど
、

計
21
人
の
関
係
者
か
ら
、
近
年
の
火
災
の
発
生
状
況

な
ど
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。
団
員
の
高
齢
化
に
よ

る
悩
み
や
課
題
も
聞
き
、
町
消
防
団
を
所
管
す
る
総

務
課
に
提
言
も
行
っ
て
い
る
。

ボランティアによる送迎
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“はっけよい”元気な小学生力士

こども課 社会教育課幼児・学校教育課

放課後児童クラブ 図書巡回サービス広域入所委託料

名和小学校　相撲大会

健康対策課住民課 福祉介護課

健康づくりの推進河川水質・悪臭物質測定 タクシー助成制度

教育民生 常任委員会

🆀図書巡回サービスの状況は。
🅰大山地区が中心だが要望があ
れば他地区も回る。
　巡回車が古くなっているが、
いまのところ更新は考えてい
ない。

🆀広域入所とは。その委託料の
基準は。
🅰各保育施設の、公立・私立や
認定資格により異なる。
　保護者の意向で町外の保育施
設を利用する時は町が委託料
を負担しなければならない。

🆀大規模養鶏や養豚で悪臭の苦
情が出ている。年１回では実
態にそぐわないのでは。
🅰悪臭物質測定を４カ所行って
いる。
　風向きも考慮して測定してい
きたい。

🆀デマンドバスとの違いは。
🅰一定の要件を満たす高齢者お
よび障がい者などが対象であ
る。
　半額助成（1,000 円以下は
500 円）、町外は医療機関の
みが対象である。

　

9
月
11
、
12
、
13
日
の
3
日
間
、
所
管
す
る
各
課

か
ら
、
条
例
改
正
、
平
成
30
年
度
決
算
、
令
和
元
年

度
補
正
予
算
な
ど
の
上
程
議
案
の
説
明
を
受
け
審
査

し
た
。

　

13
日
に
は
、
町
内
視
察
も
行
い
、
名
和
小
学
校
の

公
開
参
観
日
（
授
業
・
校
内
相
撲
大
会
）
を
視
察
し
た
。

教
室
内
で
の
授
業
、さ
ま
ざ
ま
な
自
由
研
究
、そ
し
て
、

青
空
の
も
と
小
学
生
力
士
の
元
気
あ
ふ
れ
る
相
撲
を

観
戦
し
た
。

🆀事業費が前年度比 720 万円
増えた要因は。
🅰健診補助対象年齢の見直しや
特定検診の無償化などにより
受診率が増え、扶助費や委託
料が増額となった。

🆀時間延長の影響は。また、職
員配置は。
🅰今年度から希望者は19 時ま
で延長となったが混乱は見ら
れない。10人に対し1人の職
員配置だが、30 年度中途か
ら利用児童増加で1人増員し
対応している。
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水道課 農林水産課

水道会計 親元就農支援交付金
🆀事業の進展状況と申請件数は。
🅰認定農業者などが経営移譲す
る3 親等以内の後継者に月
10万円（最長 2年間）交付
する。
　平成30年度は15人（男12、
女3）に助成した。

道の駅の観光交流センター

訪れるドライバーに大山町の見どころを案内

農業委員会

非農地認定

経済建設 常任委員会

🆀非農地認定の規定は。
🅰非農地とは森林化などした遊
休農地で復元がむずかしい農
地のことをいう。
　農業委員15人と利用最適化
推進委員15人で、非農地を認
定する。

🆀水道会計の現状は。
🅰人口減少による利用料減と施
設老朽化による維持費上昇で
将来的には水道料金が2倍に
なると予測される。

🆀今後の大山診療所の体制は。
🅰固定医の就任により、火曜日
を除く平日は総合内科として
診察を受け付ける。
	 火曜日は引き続き鳥取大学か
ら循環器内科の医師の派遣を
受ける。

　

9
月
11
、
12
、
13
日
の
３
日
間
、
所
管
課
の
平
成

30
年
度
決
算
審
査
を
行
っ
た
。

　

13
日
は
道
の
駅
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
、
㈱
D’
ｓ
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
、
県
漁
協
御
来
屋
支
所
を
視
察
し
た
。

　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
の
問
い

合
わ
せ
内
容
は
80
％
以
上
が
道
路
案
内
で
あ
る
。

　

道
の
駅
内
は
狭
く
繁
忙
期
は
商
品
販
売
・
レ
ス
ト

ラ
ン
と
も
に
販
売
機
会
を
大
き
く
ロ
ス
し
て
い
る
。

地籍調査課観光課 建設課

地籍調査大山観光案内所 宅地造成
🆀開山1300年祭の効果は。
🅰案内所来館者数は前年度比
55％増だった。
　外国人増加が目立ち香港が一
番多く次いで韓国だった。

🆀町内で新築住宅の建設が目立
つが宅地造成の状況は。
🅰官民協力して名和・末長地内に
38区画造成され販売建築中で
ある。

　中山地区にも推進していく。

🆀 1年間の調査実施面積と終了
までの年数は。
🅰国の予算10カ年計画で進めて
いる。

　年間5000万円の予算で 2㎢
を調査している。残り73㎢あり、
全区画終了まで30年以上かか
る。
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あなたの　 を町政に声
14 人が町長・教育長に一般質問を
行いました。

大山町は、１人60分以内の制限時間内
であれば、質問の回数に制限はありません。
議会だよりでは、スペースの都合上、

質問と答弁が要約してありますので、臨場感ある
本会議場での傍聴をお待ちしております。

一般質問は、議員の日常活動と
調査・研究、住民の声や自身の考え方を

もとに、町長や教育長などの
方針を問うものです。

議事録は、議会事務局や
議会ホームページで
閲覧できます。

ページ 質　問　事　項 質問議員

15
１．部落差別解消推進法の施行と部落差別の実態にどう
学んでいるか

２．地方自治体の認識について
西山　富三郎

16 １．将来を見据えた財政運営について
２．教育環境の充実と支援体制について 森本　貴之

17
１．青少年の健全育成について
２．祭りを生かした観光振興について
３．町立図書館の活用について

近藤　大介

18 １．真の働き方改革とは
２．「地域自主組織」の今と協働の地域づくりとは

吉原　美智恵

19 １．「財政運営について」
２．「農業を取り巻く気がかりなこと」 西尾　寿博

20
１．窓口対応について
２．町の観光行政と大山観光局の関係について
３．給食費等の公会計化について

門脇　輝明

21
１．喫煙対策について
２．高齢ドライバーの事故対策について
３．災害時の電源とトイレ対策について

大原　広巳

22 １．大山町の人口減少をどう考えるか
２．大山町の観光振興「インバウンドをどう考えるか」 大杖　正彦

23 １．同和対策は見直しを
２．保育の無償化に伴う対応は

大森　正治

24 １．ペダル踏み間違い防止装置の購入助成を
２．公共施設に屋外避難階段の設置を

加藤　紀之

25 １．幼児教育・保育無償化への対応は
２．ユニバーサル社会についての認識は

岡田　聰

26 １．みくりやポートフェスティバルの再開は
２．職員の休日は確保できるのか

米本　隆記

27
１．共感できる大山町に 池田　幸恵

１．耕作放棄地等への太陽光発電設置許可を 野口　昌作
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町 長 地
方
自
治
体
の
認
識
は

自
立
し
た
地
方
政
府
と
考
え
て
い
る

【
西
山
】
地
方
自
治
体
は

国
の
根
源
と
い
わ
れ
る

が
。

【
町
長
】
国
と
地
方
は
対

等
平
等
の
関
係
で
あ
り
、

地
方
自
治
体
は
自
立
し
た

地
方
政
府
と
考
え
て
い

る
。

【
西
山
】
自
治
基
本
条
例

を
制
定
す
べ
き
と
思
う
。

【
町
長
】
全
国
的
に
賛
否

が
分
か
れ
て
お
り
、
熟
慮

し
た
い
。

【
西
山
】
対
話
、
共
感
、

協
働
で
新
し
い
豊
か
さ
、

知
恵
や
力
を
貸
し
て
く
れ

る
人
が
増
え
、
地
域
の
質

が
高
ま
っ
て
い
る
か
。

【
町
長
】
町
民
、
集
落
な

ど
と
と
も
に
力
を
合
わ
せ

て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

お
り
、
地
域
の
質
は
高

ま
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

【
西
山
】
行
政
は
す
べ
て

オ
ー
プ
ン
で
あ
る
か
。

教育長

水平社宣言の内容は

団結・自立・誇りを示している

【
西
山
】
部
落
差
別
解
消

推
進
法
が
施
行
さ
れ
て
い

る
。
今
、
先
人
の
心
に
思

い
を
い
た
し
、
水
平
社
宣

言
の
内
容
を
た
ず
ね
る
。

【
教
育
長
】1
点
目
は
、「
団

結
」
こ
そ
が
運
動
を
推
進

す
る
原
点
だ
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
2
点
目
は
、
自

立
、
自
闘
を
強
く
訴
え
、

自
分
た
ち
の
力
で
解
放
を

達
成
す
る
と
い
う
精
神
を

訴
え
て
い
る
。3
点
目
は
、

被
差
別
の
人
々
が
自
分
の

立
場
を
隠
そ
う
と
す
る
な

ら
ば
、
運
動
そ
の
も
の
が

成
り
立
た
ず
、
そ
の
こ
と

自
体
が
差
別
に
な
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
4
点
目

は
、
部
落
解
放
運
動
は
、

決
し
て
部
落
の
解
放
だ
け

で
は
な
く
、
全
人
類
の
解

放
を
な
す
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。「
人
の
世
に
熱
と

光
を
」
取
り
戻
そ
う
と
い

う
こ
と
だ
と
考
え
る
。

【
西
山
】
差
別
の
現
実
に

学
ぶ
と
は
。

【
教
育
長
】
人
と
し
て
の

誇
り
を
失
わ
ず
、
差
別
と

闘
っ
た
人
々
の
生
き
方
を

学
び
、
学
び
を
通
し
一
人

ひ
と
り
が
差
別
を
な
く
す

取
り
組
み
に
つ
な
げ
る
こ

と
だ
と
思
う
。

日本初の人権宣言

町村は地方政府である

【
町
長
】
オ
ー
プ
ン
で
あ

る
べ
き
と
常
に
思
い
、
そ

の
よ
う
に
進
め
て
い
る
。

【
西
山
】
腐
敗
対
策
は
ど

の
よ
う
に
心
得
て
い
る

か
。

【
町
長
】
常
に
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
に
努
め
、
情
報

は
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い

る
。

【
西
山
】
地
方
自
治
体
の

施
策
は
人
権
が
基
本
と
思

う
が
。

【
町
長
】
人
権
尊
重
の
視

点
に
立
っ
た
施
策
を
実
施

し
て
い
る
。

西山　富三郎 議員
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森本　貴之 議員

事業見直しなど検討は
各課に検討させている町 長

【
森
本
】
事
業
見
直
し
に
当

た
っ
て
、
職
員
数
あ
り
き

で
は
な
く
、
人
件
費
総
額

や
委
託
料
な
ど
も
考
え
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
そ
う
考
え
て
い

る
。
職
員
数
を
減
ら
し
て

も
外
注
や
臨
時
職
員
が
増

え
る
。
こ
れ
で
は
行
財
政

改
革
に
は
な
ら
な
い
。

【
森
本
】
小
学
校
建
設
基

金
の
背
景
と
今
後
の
活
用

は
。

【
町
長
】
旧
町
か
ら
の
積

み
残
し
で
、
整
理
す
る
必

要
が
あ
る
。

【
森
本
】
合
併
振
興
基
金

の
活
用
を
考
え
る
べ
き
で

は
。

【
町
長
】近
年
あ
ま
り
使
っ

住民福祉の増進になる財政運営を

教
育
に
お
い
て

課
題
と
な
る
も
の
は

自
主
的
に
課
題
に
か
か
わ
る
力
の
育
成

【
森
本
】
地
域
の
魅
力
を

生
か
し
た
、
ふ
る
さ
と
教

育
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
教
育
に
お
い

て
課
題
と
な
る
も
の
は
。

【
教
育
長
】
与
え
ら
れ
た

課
題
に
取
り
組
む
だ
け
で

な
く
、
自
分
で
何
が
出
来

る
の
か
考
え
、
自
主
的
に

課
題
に
か
か
わ
る
力
を
育

成
す
る
こ
と
。

【
森
本
】
バ
リ
ア
フ
リ
ー

対
策
の
現
状
は
。

【
教
育
長
】
安
全
か
つ
円

滑
に
施
設
利
用
で
き
る
よ

う
ス
ロ
ー
プ
設
置
な
ど
対

策
を
し
て
い
る
、
す
べ
て

が
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ

て
い
な
い
。
修
繕
な
ど
行

い
た
い
。

【
森
本
】
通
学
路
に
お
け

る
危
険
箇
所
の
把
握
は
。

【
教
育
長
】
毎
年
通
学
路

教育長

て
い
な
い
。
有
効
活
用
を

し
て
い
き
た
い
。

【
森
本
】
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
の
影
響
は
。

【
町
長
】
臨
時
・
嘱
託
職

員
が
そ
の
ま
ま
移
行
し
た

場
合
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計

年
度
任
用
職
員
は
退
職
手

当
の
対
象
に
な
り
、
昇
給

も
あ
る
。
令
和
２
年
度
は

６
７
０
０
万
円
増
と
な
る

見
込
み
だ
。

【
森
本
】
30
年
度
決
算
で

委
託
料
は
４
・
５
％
増
と

な
っ
て
い
る
。
事
業
見
直

し
な
ど
検
討
は
。

【
町
長
】
財
政
担
当
と
各

課
に
委
託
料
が
経
費
削
減

に
な
っ
て
い
る
の
か
検
討

さ
せ
て
い
る
。

の
確
認
を
し
て
い
る
。
危

険
箇
所
は
学
校
、
教
育
委

員
会
、
町
長
部
局
、
警
察
、

場
合
に
よ
っ
て
は
県
土
整

備
局
な
ど
と
連
携
を
は
か

り
対
応
し
て
い
る
。

【
森
本
】
避
難
所
と
な
る

学
校
施
設
の
受
け
入
れ
機

能
、
防
災
教
育
な
ど
の
取

り
組
み
は
。

【
町
長
】
町
職
員
が
避
難

所
運
営
に
か
か
わ
る
。

　

運
用
、
運
営
方
法
な
ど

さ
ら
に
学
校
関
係
者
、
地

域
と
協
議
す
る
必
要
が
あ

る
。

地域で育むふるさと愛
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近藤　大介 議員

校区をこえた仲間づくりを
検討していきたい教育長

「読書通帳」の導入は
読書意欲の向上に期待できる

【
近
藤
】
地
域
の
未
来
を

担
う
青
少
年
の
健
全
育
成

の
た
め
に
地
域
が
果
た
す

べ
き
役
割
、
課
題
は
。

【
教
育
長
】
全
国
的
に
社

会
情
勢
の
大
き
な
変
化
に

と
も
な
う
家
庭
や
地
域
の

教
育
力
の
低
下
が
心
配
さ

れ
て
お
り
、
本
町
で
も
そ

の
よ
う
な
傾
向
に
あ
る
。

　

地
域
が
果
た
す
べ
き
役

割
は
、
地
域
の
大
人
が
地

域
の
子
ど
も
に
か
か
わ

り
、
見
守
る
こ
と
だ
と
考

え
る
。
そ
う
し
た
か
か
わ

り
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
現
状
が
あ
り
課
題
で
あ

る
。

【
近
藤
】
本
町
の
年
間
出

生
数
は
80
人
ほ
ど
で
、
少

子
化
が
進
む
な
か
、
少
年

期
か
ら
校
区
を
こ
え
た
仲

間
づ
く
り
が
大
切
と
考
え

る
。

　

小
学
校
６
年
時
や
中
学

校
１
・
２
年
時
な
ど
に
、

大
山
青
年
の
家
を
利
用

し
、
町
内
の
同
級
生
が
交

流
で
き
る
夏
季
合
宿
を
行

え
な
い
か
。

【
教
育
長
】
今
後
、
検
討

し
て
い
き
た
い
。

観
光
資
源
で
も
あ
る

祭
り
を
文
化
財
に

指
定
に
向
け

調
査
し
た
い

【
近
藤
】
本
町
の
特
色
あ

る
祭
り
を
観
光
資
源
と

し
て
生
か
し
て
い
く
考
え

は
。

【
町
長
】
地
元
と
協
議
し

な
が
ら
、
観
光
情
報
と
し

て
発
信
し
て
い
き
た
い
。

【
近
藤
】
国
信
神
社
、
逢

坂
八
幡
神
社
御み

ゆ
き幸
行
列
お

よ
び
御
来
屋
の
船ふ

な
ひ曳
き
神

事
に
つ
い
て
、
町
の
無
形

町 長

【
近
藤
】
図
書
館
は
社
会
教
育

の
拠
点
で
あ
り
、
地
域
の
貴
重

な
財
産
で
あ
る
。
利
用
状
況
や

課
題
は
。

【
教
育
長
】
子
ど
も
向
け
の
分

野
は
充
実
し
て
い
る
が
、
図
書

購
入
の
予
算
が
少
な
く
、
図
書

の
充
実
が
必
要
で
あ
る
。

【
近
藤
】「
読
書
通
帳
」（
銀
行

の
通
帳
の
よ
う
な
も
の
で
借
り

た
情
報
が
記
録
で
き
る
）
を
導

入
し
た
図
書
館
で
は
貸
し
出
し

実
績
が
向
上
し
て
い
る
、
本
町

で
導
入
の
考
え
は
。

【
教
育
長
】
読
書
意
欲
の
向
上

に
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

心うるおう空間（町立図書館）

文
化
財
に
指
定
す
る
考
え

は
。

【
町
長
】
国
信
神
社
、
逢

坂
八
幡
神
社
御
幸
行
列

は
、
町
文
化
財
保
護
審
議

会
の
調
査
候
補
に
上
が
っ

て
お
り
、
文
化
財
指
定
に

向
け
調
査
し
て
い
き
た

い
。
御
来
屋
船
曳
き
神
事

も
、
今
後
検
討
し
た
い
。

教育長

地域の伝統文化を守り、生かす（八幡神社）
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吉原　美智恵 議員

真の働き方改革とは
AIなどで環境整備する町 長

【
吉
原
】
現
役
最
年
少
市

長
が
「
働
き
方
改
革
」
に

挑
戦
し
て
い
る
四
条
畷な

わ
て

市

で
は
、
職
員
一
人
ひ
と
り

の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と

に
よ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
は
か
る
た
め
の

改
革
を
行
っ
て
い
る
。

　

市
で
は
、
働
く
職
員
の

意
識
改
革
が
最
も
大
事
で

あ
る
と
し
て
成
果
を
上
げ

て
い
る
。

　

本
町
で
の
取
り
組
み

は
。

【
町
長
】
人
口
減
少
な
ど

の
課
題
解
決
に
向
け
、
職

員
が
能
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
つ
く
る
こ
と
と
考

え
る
。
職
員
が
創
意
工
夫

職員の働き方は変わるか

地
域
自
主
組
織
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
は

地
域
課
題
の
解
決
を
支
援
す
る

【
吉
原
】
地
域
自
主
組
織

の
取
り
組
み
は
行
政
主
導

で
な
く
、
住
民
参
加
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
活
動
と
認

識
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
活
動
や
成
熟
度
に
差
が

あ
る
な
か
、
ど
の
よ
う
に

協
働
し
た
ま
ち
づ
く
り
を

め
ざ
す
の
か
。

【
町
長
】
今
年
中
に
10
地

区
す
べ
て
で
自
主
組
織
が

設
立
さ
れ
る
。
集
落
支
援

員
の
配
置
と
、
補
助
金
で

財
政
支
援
を
す
る
。

　

自
主
組
織
は
、
町
の
業

務
を
一
方
的
に
担
う
下
請

け
的
な
役
割
で
は
な
く
、

地
域
課
題
や
住
民
ニ
ー
ズ

の
解
決
策
を
考
え
る
団
体

だ
と
考
え
て
い
る
。

【
吉
原
】
自
主
組
織
間
で

差
が
あ
り
、
そ
の
う
え
住

民
全
体
の
も
の
に
な
っ
て

町 長

に
よ
っ
て
新
た
な
課
題
に

向
き
合
え
る
よ
う
、
Ａ
Ｉ

な
ど
を
取
り
入
れ
業
務
を

行
っ
て
い
く
。

【
吉
原
】
市
で
は
、
非
正

規
職
員
か
ら
部
長
級
ま
で

参
加
す
る
「
働
き
方
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
立

ち
上
げ
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
大
切
に
し
、
そ
の
人
に

し
か
わ
か
ら
な
い
業
務
の

解
消
と
課
内
の
情
報
共
有

で
残
業
が
減
り
、
成
果
を

上
げ
て
い
る
。

　

研
究
し
て
み
て
は
。

【
町
長
】
本
町
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
。

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
や
地
域

貢
献
な
ど
、
役
員
中
心
で

や
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
疲
れ
も
懸
念
さ
れ

る
。

　

各
地
区
の
高
齢
化
も
心

配
さ
れ
る
が
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
ア
ッ
プ
や
後
継
者

づ
く
り
の
た
め
に
も
、
事

業
委
託
も
必
要
で
は
。

【
町
長
】
事
業
委
託
し
た

か
ら
と
い
っ
て
活
性
化
す

る
と
は
思
え
な
い
。

まちづくりの拠点
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西尾　寿博 議員
持続可能なまちをめざす

町政の展望は
町 長

町 長 農
地
の
維
持
・
管
理
は

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
で
取
り
組
む

【
西
尾
】
耕
作
放
棄
地
が

増
え
る
ば
か
り
だ
。
そ
れ

に
関
係
し
て
か
、
有
害
鳥

獣
の
捕
獲
数
は
年
々
増
加

し
、
最
近
で
は
海
岸
部
近

く
ま
で
出
没
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。農
地
が
荒
れ
て
、

隠
れ
る
場
所
が
里
部
に
も

増
え
た
結
果
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

使
わ
れ
て
い
な
い
農
地

を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
農
業
者
の
高

齢
化
が
進
み
、
道
路
、
水

路
、
土
手
、
畦
な
ど
の
管

理
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て

い
る
。
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】
平
成
26
年
度
か

ら
、
農
地
中
間
管
理
機
構

を
核
に
人
・
農
地
プ
ラ
ン

の
取
り
組
み
を
始
め
て
い

る
。

　

今
年
か
ら
実
質
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
。

【
西
尾
】
人
口
減
少
に
よ

り
自
主
財
源
は
減
り
続

け
、
国
か
ら
の
交
付
税
は

10
年
間
で
約
10
億
円
減
少

し
た
。

　

竹
口
町
政
の
今
後
の
展

望
は
。

【
町
長
】
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
人

口
減
少
対
策
に
力
を
入
れ

る
。

【
西
尾
】
37
億
円
を
債
券

運
用
し
て
い
る
が
、
特
に

年
度
ご
と
に
決
済
す
る
歳

計
現
金
分
7
億
円
の
運
用

は
問
題
は
な
い
か
。

【
町
長
】
債
券
は
、
30
年

債
に
つ
い
て
も
、
基
本
は

満
期
日
ま
で
保
有
す
る
。

　

歳
計
現
金
運
用
に
つ
い

て
は
売
却
も
検
討
し
た
い
。

【
西
尾
】
今
後
は
、
Ａ
Ｉ

な
ど
を
活
用
し
た
事
務
作

業
が
進
む
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

【
町
長
】
Ａ
Ｉ
や
Ｒ
Ｐ
Ａ

な
ど
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
事
務
作
業
の
自
動
化
な

ど
で
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
を
は
か
り
た
い
。
そ

の
た
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
て
検

討
し
て
い
く
。

町が保有する債券一覧

たびたび起こる災害

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

農
地
を
誰
が
担
う
の
か
、

誰
に
農
地
を
集
約
、
集
積

化
す
る
の
か
を
地
域
内
で

話
し
合
い
、
プ
ラ
ン
を
作

成
し
実
施
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
農
地
や
農
業
を
守

る
。

　

本
町
で
も
、
新
規
就
農

者
の
支
援
や
、
中
心
経
営

体
育
成
事
業
、
集
落
営
農

組
織
へ
の
機
械
導
入
支
援

な
ど
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
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門脇　輝明 議員

転居時の世帯の扱いは
一定の基準がある町 長

給食費の公会計化は
検討する

【
門
脇
】
住
所
が
同
一
で

あ
れ
ば
、
先
住
者
の
世
帯

に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
転
居

届
を
受
理
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
前
提
と
し
て
そ
の

住
所
に
住
む
意
思
が
必
要

で
、
日
常
生
活
に
不
可
欠

な
要
件
が
別
で
な
け
れ
ば

別
世
帯
に
は
で
き
な
い
。

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
施
設
入
所
し
た

遠
縁
の
親
戚
を
や
む
を
え

ず
自
身
の
住
所
に
住
民
登

録
す
る
例
が
増
加
し
て
い

る
。

　

住
民
登
録
が
で
き
な
い

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
懸
念

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一

定
の
基
準
を
設
け
、
別
世

帯
と
し
て
取
り
扱
い
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

【
門
脇
】
日
常
業
務
に
お

い
て
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

徹
底
を
。

【
町
長
】
常
に
住
民
目
線

に
立
ち
、
相
手
の
気
持
ち

を
思
い
や
る
窓
口
対
応
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

町
の
意
思
の
伝
達
は

言
う
べ
き
所
で
言
う

【
門
脇
】
大
山
観
光
局
に

期
待
す
る
役
割
は
。

【
町
長
】
①
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
体
験
型
ツ
ア
ー
の
企

画
運
営
な
ど
②
地
域
の
情

報
発
信
③
町
内
観
光
素
材

の
開
発
と
ガ
イ
ド
な
ど
の

人
材
育
成
で
あ
る
。

【
門
脇
】
大
山
観
光
局
の

理
事
会
や
総
会
で
町
の
意

町 長

【
門
脇
】
給
食
費
の
徴
収
方
法

は
。

【
教
育
長
】
給
食
費
の
決
定
か

ら
精
算
ま
で
を
大
山
地
区
・
名

和
地
区
は
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

が
、
中
山
地
区
で
は
各
学
校
が

行
っ
て
い
る
。

【
門
脇
】
公
会
計
化
の
動
き
を

ど
う
考
え
る
の
か
。

【
教
育
長
】
事
務
量
や
職
員
配

置
な
ど
を
ふ
ま
え
検
討
す
る
。

【
町
長
】
県
で
高
校
通
学
費
補
助

や
保
育
の
副
食
費
補
助
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
新
し
く
生
ま
れ

る
財
源
で
給
食
費
全
額
補
助
も

考
え
ら
れ
る
の
で
検
討
す
る
。

思
を
伝
え
て
い
る
か
。

【
町
長
】
議
事
録
に
記
載

は
な
い
が
、
そ
れ
以
外
の

場
で
伝
え
て
い
る
。

【
門
脇
】
町
と
議
会
の
関

係
と
同
じ
で
、
言
う
べ
き

と
こ
ろ
で
言
う
緊
張
感
の

あ
る
関
係
を
持
つ
べ
き

だ
。

【
町
長
】
そ
う
思
う
。

教育長

観光振興を担う大山観光局の案内所

給食は食育の柱
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喫煙者への対応を
様子を見る町 長大原　広巳 議員

災害時の予備電源は
検討していく

【
大
原
】
国
の
改
正
健
康

増
進
法
に
よ
り
、
さ
ら
な

る
分
煙
化
が
推
進
さ
れ

た
。

　

公
共
施
設
の
人
の
出
入

り
の
少
な
い
場
所
に
、
喫

煙
所
が
必
要
で
は
な
い

か
。

【
町
長
】
敷
地
外
で
の
喫

煙
を
お
願
い
し
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
様
子
を
見
て

い
る
。　

　

新
た
な
喫
煙
所
設
置
は

考
え
て
い
な
い
。

【
大
原
】
大
山
寺
参
道
な

ど
の
観
光
地
で
は
、
喫
煙

所
の
設
置
や
表
示
が
必
要

で
は
な
い
か
。

　

増
加
し
て
い
る
外
国
人

観
光
客
対
応
や
、
ポ
イ
捨

て
に
よ
る
草
火
災
の
予
防

に
な
る
と
思
う
が
。

【
町
長
】
大
山
寺
周
辺
で

は
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク

セ
ン
タ
ー
と
観
光
案
内
所

の
２
カ
所
に
屋
外
喫
煙
所

を
設
置
し
て
い
る
。

　

博
労
座
な
ど
で
は
、
タ

バ
コ
の
吸
殻
な
ど
の
ご
み

も
出
て
い
る
の
で
、
表
示

や
案
内
板
の
設
置
な
ど
、

今
後
検
討
し
た
い
。

【
門
脇
】
住
所
が
同
一
で

あ
れ
ば
、
先
住
者
の
世
帯

に
加
わ
ら
な
け
れ
ば
転
居

届
を
受
理
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
前
提
と
し
て
そ
の

住
所
に
住
む
意
思
が
必
要

で
、
日
常
生
活
に
不
可
欠

な
要
件
が
別
で
な
け
れ
ば

別
世
帯
に
は
で
き
な
い
。

　

昨
今
、
少
子
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
施
設
入
所
し
た

遠
縁
の
親
戚
を
や
む
を
え

ず
自
身
の
住
所
に
住
民
登

録
す
る
例
が
増
加
し
て
い

る
。

　

住
民
登
録
が
で
き
な
い

と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
懸
念

さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
一

定
の
基
準
を
設
け
、
別
世

帯
と
し
て
取
り
扱
い
が
で

き
る
よ
う
に
し
た
。

【
門
脇
】
日
常
業
務
に
お

い
て
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

徹
底
を
。

【
町
長
】
常
に
住
民
目
線

に
立
ち
、
相
手
の
気
持
ち

を
思
い
や
る
窓
口
対
応
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
齢
者
の
自
動
車

事
故
防
止
策
を

県
の
動
き
を
見
守
る

【
大
原
】
高
齢
者
に
よ
る

車
の
操
作
ミ
ス
で
、
重
大

な
事
故
が
増
え
て
い
る
。

　

運
転
免
許
証
の
返
納
も

必
要
だ
が
、
生
活
の
足
と

し
て
、
で
き
る
だ
け
乗
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
行
動

半
径
が
縮
む
こ
と
に
よ
る

引
き
込
も
り
も
心
配
だ
。

　

事
故
防
止
装
置
も
、
以

前
よ
り
安
価
と
な
っ
て
、

町 長

【
大
原
】
昨
年
の
北
海
道
地
震

の
よ
う
な
全
域
停
電
は
無
い
と

し
て
も
、
台
風
15
号
に
よ
る
千

葉
県
で
の
部
分
的
な
長
期
停
電

は
無
い
と
は
い
え
な
い
。

　

多
く
の
避
難
者
が
収
容
可
能

な
小
・
中
学
校
の
予
備
電
源
や
、

ト
イ
レ
の
対
策
は
十
分
か
。

【
教
育
長
】
災
害
時
の
予
備
電

源
は
設
置
し
て
い
な
い
が
、
可

搬
式
の
電
源
は
必
要
だ
と
考
え

る
。
有
事
の
際
の
調
達
方
法
を

検
討
し
て
み
た
い
。

　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
推
進
す

る
が
、
増
設
は
検
討
し
て
い
な

い
。

避難所機能向上が必要な大山中学校

４
万
円
ぐ
ら
い
か
ら
あ

る
。

　

県
も
助
成
制
度
を
検
討

し
て
い
る
。
本
町
も
ど
う

か
。

【
町
長
】
高
齢
者
の
事
故

防
止
は
み
ん
な
の
問
題
で

あ
る
が
、
ま
ず
は
県
の
動

き
を
見
守
り
、
必
要
な
対

応
を
考
え
た
い
。

教育長

少しでも長く運転を
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大杖　正彦 議員

人口減少にどう対応するか
有効な施策で減少を抑える町 長

【
大
杖
】
日
本
の
人
口
は

8
年
間
で
１
８
３
万
人
減

少
し
た
。

　

大
山
町
は
65
歳
以
上
が

50
％
以
上
の
限
界
集
落
が

34
、
55
歳
以
上
が
50
％

以
上
の
準
限
界
集
落
が

１
２
７
あ
り
、
20
年
後
に

は
人
口
が
1
万
人
を
割
る

と
推
測
さ
れ
る
。
大
幅
な

人
口
減
少
で
緊
縮
財
政
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
も
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
ゼ
ロ
に
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

　

住
民
が
主
体
と
な
っ
た

ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
る

が
、
町
長
は
ど
う
対
応
す

る
考
え
か
。

【
町
長
】
人
口
減
少
は
避

け
て
通
れ
な
い
。
1
万
人

未来をも語る自主組織会議

外
国
人
観
光
客
を呼

び
込
む
に
は

来
訪
者
満
足
度
を
高
め
た
い

【
大
杖
】
人
口
減
少
を
最

低
限
に
抑
え
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
大

山
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

第
1
次
産
業
と
観
光
の
振

興
が
重
要
で
あ
る
と
町
長

は
述
べ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
東
京
オ
リ
・

パ
ラ
、
２
０
２
５
大
阪
万

博
と
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
が

続
き
、
外
国
人
観
光
客
の

増
加
が
見
込
ま
れ
る
中
、

観
光
振
興
に
欠
か
せ
な
い

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
取
り

組
み
は
。

【
町
長
】
大
山
町
だ
け
で

は
規
模
が
小
さ
い
。
県
や

ほ
か
の
観
光
推
進
機
構
と

連
携
し
て
大
山
圏
域
の
観

光
ス
ポ
ッ
ト
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
周
遊
で
き
る
企
画
を

実
施
す
る
な
ど
、
来
訪
者

満
足
度
を
高
め
た
い
。

町 長

を
割
っ
て
も
住
民
が
心
豊

か
に
楽
し
く
暮
ら
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。

　

減
少
を
抑
制
す
る
た
め

子
育
て
支
援
や
住
宅
環
境

整
備
を
進
め
る
。

【
大
杖
】
人
口
減
少
に
合

わ
せ
「
小
さ
な
行
財
政
」

を
め
ざ
す
べ
き
で
あ
る
。

住
民
の
力
を
活
用
す
る
考

え
か
ら
無
駄
な
事
業
を
削

減
し
、
徐
々
に
委
託
す
る

施
策
が
求
め
ら
れ
る
が
。

【
町
長
】
各
課
で
自
主
組

織
側
か
ら
管
理
運
営
の
要

望
を
受
け
て
調
整
し
条
例

改
正
を
行
い
、
指
定
管
理

者
と
し
て
業
務
を
委
託
し

た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

【
大
杖
】
来
訪
客
が
増
え

て
も
日
帰
り
で
消
費
が
伸

び
な
い
と
い
う
課
題
が
大

き
い
が
。

【
町
長
】
町
内
の
集
落
、

ま
ち
づ
く
り
の
組
織
な
ど

に
活
動
し
て
も
ら
い
、
伝

統
行
事
や
催
し
物
を
継
承

し
、
訪
日
外
国
人
客
へ
提

供
し
て
も
ら
い
た
い
。
今

後
は
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
体
験
型
旅

行
が
主
流
と
な
る
。

大山の魅力を堪能する外国人観光客
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大森　正治 議員
意識や差別の現状から検討する

同和対策は見直しを
町 長

町 長 無
償
化
で
生
ま
れ
る

財
源
の
活
用
は

新
た
な
子
育
て
支
援
策
を
検
討
す
る

【
大
森
】
国
の
施
策
で
、

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・
保

育
の
無
償
化
が
実
施
さ

れ
、
3
～
5
歳
児
の
世
帯

と
0
～
2
歳
児
の
住
民
税

非
課
税
世
帯
の
保
育
料
が

無
料
に
な
る
。

　

無
償
化
の
対
象
外
で
あ

る
副
食
費
は
、
本
町
の
施

策
と
し
て
引
き
続
き
無
償

と
す
る
の
か
。
主
食
費
も

同
様
か
。

【
教
育
長
】
3
歳
以
上
児

の
無
償
化
を
継
続
し
、
町

で
負
担
す
る
方
針
で
あ

る
。

　

昨
年
度
か
ら
完
全
給
食

を
実
施
し
て
お
り
、
主
食

費
も
同
様
に
町
負
担
と
す

る
。

【
大
森
】
国
の
無
償
化
に

よ
っ
て
、
本
町
が
実
施
し

て
い
る
保
育
料
無
償
化
の

た
め
の
財
政
負
担
が
軽
減

【
大
森
】
１
９
６
９
年
か

ら
の
同
和
対
策
事
業
に

よ
っ
て
、
劣
悪
な
地
区
の

環
境
を
は
じ
め
進
学
・
就

職
、
結
婚
問
題
も
大
き
く

改
善
さ
れ
た
。

　

国
の
特
別
対
策
は

２
０
０
２
年
に
終
了
し
た

が
、
県
も
町
も
今
な
お
継

続
し
て
い
る
。

　

同
和
問
題
は
、
社
会
問

題
と
し
て
は
基
本
的
に
解

決
し
た
状
態
に
あ
る
と
言

え
る
が
、
現
状
を
ど
う
認

識
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
生
活
環
境
の
改

善
な
ど
一
定
の
成
果
を
あ

げ
て
き
た
が
、
ネ
ッ
ト
上

で
部
落
差
別
が
深
刻
化
し

て
い
る
。
現
在
で
も
続
く

重
大
な
社
会
問
題
で
あ

る
。

【
大
森
】
同
和
問
題
が
解

決
さ
れ
た
状
態
と
は
ど
ん

な
状
態
と
考
え
て
い
る

か
。

【
町
長
】
結
婚
な
ど
い
ま

だ
に
差
別
事
象
が
発
生
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
差

別
意
識
や
偏
見
が
解
消
さ

れ
た
状
態
と
考
え
る
。

【
大
森
】
地
区
限
定
の
特

別
対
策
は
終
了
し
、
人
権

全
般
の
啓
発
に
切
り
替
え

た
ら
ど
う
か
。

【
町
長
】
住
民
意
識
や
差

別
の
現
状
に
照
ら
し
、
内

容
や
継
続
の
是
非
を
そ
の

都
度
検
討
す
る
。

同和地区も地区外もない社会を

さらなる保育の充実を

さ
れ
、
財
源
が
浮
く
。
そ

れ
を
活
用
し
て
保
育
施
策

の
拡
充
を
し
な
い
か
。

【
町
長
】
国
の
無
償
化
で

浮
く
財
源
が
２
５
０
０
万

円
～
３
０
０
０
万
円
程
度

な
ら
ば
、
た
と
え
ば
未
満

児
の
無
償
化
も
考
え
ら
れ

る
。
新
た
な
支
援
策
を
検

討
し
た
い
。
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加藤　紀之 議員

高齢ドライバーを守れ
県の制度で事故を防ぎたい町 長

【
加
藤
】
高
齢
者
の
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
い
に
よ
る
事

故
が
相
次
い
で
い
る
。
事

故
に
よ
る
被
害
を
防
ぐ
の

は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
高
齢

ド
ラ
イ
バ
ー
を
加
害
者
に

し
な
い
こ
と
も
大
切
だ
。

　

本
町
は
、
自
動
車
が
な

い
と
日
常
生
活
に
不
便
を

き
た
す
。
高
齢
者
の
生
活

を
守
る
た
め
に
も
、
ペ
ダ

ル
踏
み
間
違
い
事
故
防
止

装
置
の
設
置
費
を
補
助
し

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
今
年
度
、
県
が

設
置
費
補
助
金
を
創
設
す

自動車に貼られたシルバーマーク

屋
外
避
難
階
段
の
設
置
を

法
令
上
の
基
準
は
満
た
し
て
い
る

【
加
藤
】
７
月
に
発
生
し

た
京
都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

放
火
事
件
で
、
改
め
て
火

災
の
恐
ろ
し
さ
を
目
の
当

た
り
に
し
た
。
も
し
屋
外

避
難
階
段
が
設
置
さ
れ
て

い
た
ら
、
被
害
は
こ
こ
ま

で
拡
大
し
な
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

　

本
町
で
は
、
屋
外
避
難

階
段
が
設
置
さ
れ
て
い
な

い
公
共
施
設
が
多
い
の
で

は
な
い
か
。
設
置
す
べ
き

と
思
う
。

【
町
長
】
関
係
法
令
に
適

合
す
る
よ
う
、
屋
内
、
屋

外
に
避
難
階
段
を
設
置
し

て
い
る
。

　

総
合
的
な
火
災
対
応
が

確
実
に
で
き
る
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

【
教
育
長
】
法
令
上
、
２

方
向
避
難
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
教
育
委
員
会
が
管

理
す
る
施
設
で
も
基
準
は

町 長

る
予
定
で
、
そ
の
制
度
を

周
知
し
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー

の
事
故
を
減
ら
し
た
い
。

【
加
藤
】
県
の
制
度
の
対

象
者
数
で
は
少
な
す
ぎ

る
。
県
に
先
ん
じ
て
で
も

制
度
を
考
え
る
べ
き
だ
。

　

装
置
を
設
置
す
る
店
舗

を
町
内
に
限
定
す
れ
ば
、

経
済
波
及
効
果
も
見
込
め

る
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
県
の
制
度
で
カ

バ
ー
し
き
れ
な
い
部
分
が

あ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
方

法
で
補
う
の
は
一
つ
の
手

段
だ
と
思
う
。

満
た
し
て
い
る
。

【
加
藤
】
役
場
本
庁
で
、

議
会
の
本
会
議
中
に
火
災

が
発
生
し
た
ら
、
町
長
、

管
理
職
、
議
員
と
い
う
、

重
要
な
職
責
に
あ
る
者
が

同
時
に
巻
き
込
ま
れ
る
危

険
性
が
あ
る
。

【
町
長
】
現
状
で
新
た
に

設
置
は
む
ず
か
し
い
が
、

考
慮
し
た
い
。

名和公民館の屋外避難階段
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幼児教育・保育の
無償化への対応は

新しい施策を考えたい町 長岡田　聰 議員

町 長 ユニ
バ
ー
サ
ル
社
会
の
認
識
は

取
り
組
み
を
進
め
た
い

【
岡
田
】
す
べ
て
の
国
民

が
、
障
害
の
有
無
、
年
齢

な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
等

し
く
基
本
的
人
権
を
享
有

す
る
か
け
が
え
の
な
い
個

人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
と
い
う
理
念
に

則
り
、
自
立
し
た
日
常
生

活
お
よ
び
社
会
生
活
を
確

保
す
る
た
め
の
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
社
会
実
現
推
進
法
が

制
定
さ
れ
て
い
る
。
住
み

よ
い
街
づ
く
り
の
た
め

に
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ

イ
ン
を
考
慮
し
て
い
る

か
。
７
原
則
は
。

【
町
長
】
街
づ
く
り
で
は
、

ス
ロ
ー
プ
や
手
す
り
の
設

置
、
多
機
能
型
ト
イ
レ
を

導
入
す
る
な
ど
、
７
原
則

を
ふ
ま
え
た
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
る
。

【
岡
田
】
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
マ
ッ
プ
を
本
町

の
Ｐ
Ｒ
紙
な
ど
に
取
り
入

れ
れ
ば
、
よ
り
分
か
り
や

【
岡
田
】
本
年
10
月
１
日

か
ら
消
費
税
増
税
に
合
わ

せ
て
、
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
が
実
施
さ
れ

る
。
０
～
２
歳
児
は
住
民

税
非
課
税
世
帯
の
み
と
３

～
５
歳
児
は
原
則
無
償
と

な
る
。

　

家
庭
の
経
済
状
況
に
左

右
さ
れ
る
こ
と
な
く
等
し

く
質
の
高
い
教
育
・
保
育

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す

る
、
と
い
う
狙
い
の
よ
う

だ
。

　

保
育
の
質
を
向
上
さ
せ

る
に
は
、
保
育
士
の
待
遇

改
善
も
必
要
と
思
う
が
。

【
教
育
長
】
近
年
、
保
育

士
確
保
が
困
難
な
社
会
情

勢
を
背
景
に
、
昨
年
度
か

ら
今
年
度
に
か
け
、嘱
託
・

臨
時
保
育
士
の
待
遇
改
善

を
行
っ
て
き
た
。さ
ら
に
、

次
年
度
は
会
計
年
度
任
用

職
員
制
度
が
開
始
と
な
り

待
遇
改
善
と
な
る
。

【
岡
田
】
本
町
が
先
ん
じ

て
行
っ
て
き
た
、
３
歳
児

以
上
無
償
化
が
一
律
と
な

る
。

　

さ
ら
に
特
色
あ
る
人
口

減
少
対
策
を
打
ち
出
す
べ

き
と
思
う
が
。

【
町
長
】
浮
い
た
財
源
で
、

新
し
い
施
策
を
考
え
た

い
。

ユニバーサルデザインの 7原則

１、どんな人でも公平に使えること。

２、使う上での柔軟性があること。

３、使い方が簡単で自明であること。

４、必要な情報が直ぐに分かること。

５、うっかりミスを許容できること。

６、身体への過度な負担を必要としないこと。

７、利用のための十分な大きさと空間が確保されてい
ること。

どの子にも等しく質の高い保育を

す
く
親
し
み
や
す
い
、
宣

伝
効
果
の
高
い
も
の
に
な

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
町
長
】
日
本
人
の
み
な

ら
ず
外
国
人
も
含
め
た
多

様
な
人
々
が
求
め
る
情
報

を
簡
易
的
に
取
得
で
き
る

と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
今

後
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
。
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米本　隆記 議員

ポートフェスティバルの
再開は

実施となれば携わっていく町 長

【
米
本
】
先
日
、
中
学
生

議
会
が
開
か
れ
み
く
り
や

ポ
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
議
題
と
な
っ
た
。

　

昨
年
か
ら
休
止
と
な
っ

た
が
、
再
開
を
願
う
人
は

多
い
と
思
う
。
長
期
間
再

開
で
き
な
け
れ
ば
、
復
活

は
む
ず
か
し
い
だ
ろ
う
。

　

本
町
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
の
で
、
来
年

度
に
も
再
開
で
き
た
ら
と

思
う
が
、
何
が
必
要
か
。

【
町
長
】
各
種
団
体
の
構

成
員
の
減
少
で
、
特
定
の

人
に
負
担
が
か
か
っ
て
い

た
。
実
行
委
員
会
は
解
散

し
た
が
、
復
活
の
際
は
協

人気のあった後醍醐レース

休
暇
の
取
得
は
適
切
か

力
し
て
も
ら
え
る
と
聞
い

て
い
る
。
実
施
と
な
れ
ば

行
政
と
し
て
も
携
わ
っ
て

い
く
考
え
で
あ
る
。

　

中
学
生
も
手
伝
う
と

言
っ
て
い
た
が
、
中
学
生

議
会
を
行
っ
た
テ
ゴ
テ
ゴ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
主
催
者

と
な
り
、
大
人
が
協
力
す

る
の
も
一
つ
と
思
う
。

【
教
育
長
】
中
学
生
有
志

が
地
域
の
大
人
と
協
力
し

て
取
り
組
む
こ
と
は
意
義

深
い
こ
と
だ
。

　

子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援

と
し
て
、
公
民
館
な
ど
で

何
ら
か
の
か
か
わ
り
を
持

て
れ
ば
と
考
え
る
。

時
期
を
指
定
し
て
取
ら
せ
る

【
米
本
】
行
政
を
動
か
す

に
は
職
員
の
力
は
大
き
い

と
思
っ
て
い
る
。

　

今
年
度
か
ら
、リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
て
良
い
仕
事
が
で

き
る
よ
う
に
、
有
給
休
暇

を
与
え
な
く
て
は
な
ら
な

く
な
っ
た
。
部
門
に
よ
れ

ば
な
か
な
か
む
ず
か
し
い

所
も
あ
る
と
感
じ
る
。
果

た
し
て
実
行
で
き
る
の
か
。

　

振
替
休
暇
の
取
得
や
、

課
の
適
切
な
人
員
配
置
は

ど
う
か
。

【
町
長
】
有
給
休
暇
は
条

例
に
も
と
づ
き
付
与
し
て

い
る
。
し
か
し
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
が
あ
る
課
な
ど
で

は
、
取
得
日
数
に
隔
た
り

が
あ
る
。

　

今
年
度
か
ら
10
日
以
上

有
給
休
暇
が
あ
る
職
員
は

上
司
と
面
談
し
、
時
期
を

指
定
し
5
日
以
上
取
得
さ

せ
て
い
る
。
仕
事
量
は
常

町 長

に
変
化
す
る
も
の
で
、
そ

の
都
度
、
適
正
な
人
員
配

置
を
心
掛
け
て
い
る
。

【
教
育
長
】
社
会
教
育
課

は
土
日
の
事
業
が
多
い
の

で
、
振
替
休
暇
を
取
ら
せ

て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な

う
準
備
や
夜
の
会
合
な
ど

も
あ
り
、
時
間
外
が
集
中

す
る
傾
向
に
あ
る
。

　

幼
児
学
校
教
育
課
の
幼

児
教
育
室
で
は
、
土
曜
出

勤
の
保
育
士
に
振
替
休
日

を
取
ら
せ
て
い
る
。
学
校

教
育
室
で
は
生
徒
下
校
後

に
学
校
事
務
や
生
徒
指
導

な
ど
の
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
こ
こ
も
時
間
外
が
多

い
。

休暇を楽しむ家族
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耕作放棄地に
太陽光発電の許可を

農振地域は許可しない町 長

野口　昌作 議員

池田　幸恵 議員

共感できる大山町に

町 長 情報共有が大切である

【
池
田
】「
10
年
プ
ラ
ン
」

の
実
現
の
た
め
に
実
施
計

画
が
毎
年
見
直
し
さ
れ
て

い
る
。
住
民
へ
の
事
業
内

容
や
変
更
時
の
周
知
方
法

は
。

【
町
長
】
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
て

行
っ
て
い
る
。

【
池
田
】
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情

報
発
信
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

【
町
長
】
職
員
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
昨
年
３
回

開
催
し
た
。
総
務
課
広
報

室
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

【
池
田
】
変
更
し
た
場
合
、

住
民
か
ら
の
意
見
は
ど
の
よ

う
に
吸
い
上
げ
て
い
る
か
。

【
野
口
】
耕
作
放
棄
地
の

状
況
は
。

【
町
長
】
平
成
28
年
が

87
ha
、
平
成
30
年
が
90
ha

と
な
っ
て
い
る
。

【
野
口
】
農
業
従
事
者
の

推
移
は
。

【
町
長
】
平
成
17
年
が

３
６
３
１
人
。
現
在
は
推

定
約
２
０
０
０
人
で
あ

る
。

【
野
口
】
農
振
地
域
で
太

陽
光
発
電
を
許
可
し
な
い

と
決
め
た
理
由
と
年
は
。

【
町
長
】
平
成
27
年
に
農

【
町
長
】
住
民
の
声
を
聞

い
て
修
正
を
し
て
い
る
。

【
池
田
】
機
構
改
革
が
行

わ
れ
た
際
、
議
会
も
混
乱

が
あ
っ
た
。
町
長
と
職
員

と
の
情
報
共
有
は
ど
の
よ

う
に
さ
れ
た
か
。

【
町
長
】
機
構
改
革
に
つ

い
て
は
職
員
も
把
握
し
て

い
る
と
思
う
。
担
当
の
変

更
な
ど
で
議
会
に
十
分
な

周
知
が
で
き
て
い
な
か
っ

た
。

【
池
田
】
住
民
と
同
じ
立

場
で
共
有
す
る
こ
と
が
大

切
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
情
報
共
有
は
大

切
だ
と
考
え
る
。

業
を
守
る
た
め
決
め
て
い

る
。

【
野
口
】
集
団
農
地
か
ら

は
ず
れ
た
耕
作
不
便
地

で
、
現
在
耕
作
放
棄
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
今
後
利

用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
な
い
と
思
う
。
こ
の
よ

う
な
土
地
に
設
備
を
許
可

し
な
い
か
。

【
町
長
】
農
用
地
区
域
の

農
地
を
設
備
用
地
と
利
用

す
る
こ
と
は
認
め
な
い
よ

う
定
め
て
い
る
の
で
、
許

可
は
し
な
い
。

毎月発行の広報だいせん

畑の隣にある太陽光発電
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2019 年10月　議会だよりだいせん 58号　28

総 務 常任委員会は、
令和元年 7 月 23 日～ 25 日、
滋賀県、奈良県、大阪府の
２市２町村を行政視察しました

先進 地に学ぶ 
琵
琶
湖
一
周

「
ビ
ワ
イ
チ
」

滋
賀
県
守
山
市

　

サ
イ
ク
リ
ス
ト
の
聖
地
「
し

ま
な
み
」
の
成
功
事
例
を
徹
底

的
に
研
究
し
、
守
山
市
へ
生
か

そ
う
と
、「
ビ
ワ
イ
チ
起
点
の

ま
ち
守
山
市
」
の
ま
ち
づ
く
り

を
開
始
し
た
。

　

守
山
市
は
滋
賀
県
の
交
通

の
大
動
脈
で
あ
る
琵
琶
湖
大

橋
の
た
も
と
に
位
置
し
て
お

り
、
京
阪
神
・
名
古
屋
か
ら
の

ア
ク
セ
ス
も
良
好
で
あ
り
、
高

低
差
も
ほ
と
ん
ど
な
く
、
立
地

特
性
も
有
効
に
生
か
さ
れ
て

い
た
。

　

計
画
と
実
施
は
専
門
性
の

高
い
職
員
で
実
施
さ
れ
て
お

り
、
民
間
と
の
共
同
戦
略
も
工

夫
が
施
さ
れ
て
い
た
。

ビワイチの風景

母親のとなりで保育中のママスクエア

リノベーションされた古民家

全
国
最
年
少
市
長
が

先
導
す
る
働
き
方
改
革

大
阪
府
四
條
畷
市

　

四
條
畷
市
で
の
働
き
方
改

革
で
は
、
対
話
を
通
じ
て
職
員

一
人
ひ
と
り
の
働
き
が
住
民

の
た
め
に
な
る
と
い
う
考
え

の
も
と
改
革
を
進
め
て
い
る
。

　

自
ら
の
考
え
で
働
く
こ
と

が
改
革
に
つ
な
が
る
と
の
視

点
は
参
考
と
な
っ
た
。

　

働
き
方
改
革
と
は
残
業
時

間
を
減
ら
せ
ば
良
い
と
い
う

も
の
で
は
な
く
、
職
員
の
意
識

改
革
が
最
も
大
切
で
あ
る
と

感
じ
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

母
親
雇
用
創
出
事
業

奈
良
県
上
牧
町

　
「
結
婚
し
や
す
い
、
結
婚
し

た
い
と
思
え
る
環
境
を
つ
く

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
支
援
が

効
果
的
だ
と
思
い
ま
す
か
。」

と
い
う
問
い
に
対
し
住
民
の

答
え
は
、

１
位　

安
定
し
た
雇
用
機
会
の

提
供

２
位　

夫
婦
が
と
も
に
働
き
続

け
ら
れ
る
よ
う
な
職
場

環
境
の
充
実

３
位　

女
性
が
働
き
や
す
い
環

境
づ
く
り

だ
っ
た
。

　

施
策
案
と
し
て
「
子
ど
も
の

そ
ば
で
働
き
た
い
」、「
シ
フ
ト

調
整
な
ど
時
間
の
融
通
が
き

く
」、「
職
場
や
同
僚
の
理
解
」

の
3
点
を
掲
げ
る
。

　
「
マ
マ
ス
ク
エ
ア
」
で
は
母

子
が
す
ぐ
近
く
に
い
る
こ
と

で
保
育
所
と
は
異
な
る
安
心

感
や
魅
力
が
あ
っ
た
と
感
じ

ら
れ
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
た
古
民
家

奈
良
県
明
日
香
村

　

古
民
家
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
集
客
拡
大
で
は
事
務

局
、
担
当
者
の
熱
意
と
商
工
会

が
観
光
の
一
端
を
担
う
こ
と

で
経
済
波
及
効
果
に
つ
な
が

る
こ
と
を
実
感
し
た
。
ま
た
、

地
域
資
源
を
生
か
し
、
民
泊

ブ
ー
ム
を
捉
え
た
官
民
一
体

の
取
り
組
み
は
模
範
と
す
る

べ
き
も
の
が
あ
っ
た
。

　

大
山
町
の
事
業
を
鑑
み
、
補

助
金
な
ど
を
当
て
込
ん
だ
事

業
に
つ
い
て
は
慎
重
な
吟
味

が
必
要
だ
と
思
っ
た
。
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経済建設 常任委員会は、
令和元年 7 月 22 日～ 24 日、
兵庫県、和歌山県の
３市２町を行政視察しました

先進 地に学ぶ 視察報告

Ｄ
Ｍ
Ｏ
及
び

城
下
町
ホ
テ
ル

兵
庫
県
豊
岡
市･

丹
波
篠
山
市

　

豊
岡
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
基
金

２
８
７
０
万
円
（
豊
岡
市

２
０
０
０
万
円
、
民
間
企
業

８
７
０
万
円
）
で
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
に
か
か
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
業
務
と
そ
れ
を
基
本
に
し

た
地
域
や
事
業
者
相
互
の
連

携
や
情
報
発
信
事
業
の
企
画
・

提
案
を
主
な
事
業
と
し
て
行

い
成
果
を
挙
げ
て
い
た
。

　

篠
山
市
で
は
、
古
民
家
再
生

が
観
光
地
づ
く
り
、
地
域
振
興

に
生
か
さ
れ
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
モ
デ

ル
と
な
っ
て
い
る
。

　

篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
Ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
に
実
際
に
宿

泊
し
時
計
や
テ
レ
ビ
の
な
い

生
活
を
体
験
し
た
。

時計のないフロント

森林組合事務所

パンダ型宿泊施設

森
林
管
理
制
度
の

取
り
組
み

和
歌
山
県
み
な
べ
町

　

み
な
べ
町
は
、
面
積
１
２
０

㎢
、
森
林
面
積
81
㎢
で
、
大
山

町
（
１
９
０
㎢
、
１
１
３
㎢
）

に
比
較
す
る
と
面
積
は
少
な

い
が
、
事
業
エ
リ
ア
を
同
町
と

一
に
す
る
み
な
べ
川
森
林
組

合
が
バ
イ
オ
マ
ス
の
取
り
組

み
や
里
山
保
全
活
動
な
ど
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
た
。

　
「
地
域
の
山
は
、
地
域
で
守

る
。」
こ
と
は
、
当
然
で
あ
る

が
、
全
国
的
に
そ
の
よ
う
に

な
っ
て
い
な
い
。
大
山
町
の
森

林
を
ど
う
守
っ
て
い
く
か
、
改

め
て
地
域
で
考
え
て
い
く
重

要
性
を
感
じ
た
。

農
業
か
ら
の
６
次
産
業
化

和
歌
山
県
田
辺
市

　

上
秋
津
地
区
は
人
口

３
３
０
０
人
、市
街
地
か
ら
の
人

口
流
入
が
続
く
、み
か
ん
や
梅
を

栽
培
す
る
農
村
地
域
で
あ
る
。

　

平
成
11
年
に
地
域
住
民
の

出
資
で
作
っ
た
農
産
物
直
売

所
が
成
功
し
、
４
年
後
に
は
大

型
店
舗
と
農
産
物
加
工
場
を

新
築
し
た
。

　

平
成
20
年
、
地
区
内
の
廃
校

舎
を
買
い
取
り
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
拠
点
施
設
に
改
修
、
新

た
に
宿
泊
棟
、
レ
ス
ト
ラ
ン
棟

を
整
備
し
た
。

　

現
在
、
貸
し
農
園
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
民
泊
の
推
進
、
田
舎
暮

ら
し
支
援
、
新
規
就
農
支
援
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
オ
フ
ィ
ス
事
業
、
大
学

生
や
外
国
人
の
ワ
ー
キ
ン
グ

ホ
リ
デ
ー
受
け
入
れ
な
ど
、
多

様
な
事
業
を
行
っ
て
い
る
。

　

過
去
に
水
害
に
よ
っ
て
被
災

し
た
が
、そ
の
存
続
の
危
機
を

乗
り
越
え
、蘇
ら
せ
た
深
い
結

び
つ
き
が
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
、

移
住
者
も
巻
き
込
み
、地
域
農

業
を
持
続
可
能
な
も
の
に
作
り

変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

漁
業
か
ら
滞
在
型

複
合
施
設
へ

和
歌
山
県
白
浜
町

　

白
浜
と
れ
と
れ
ビ
レ
ッ
ジ

は
、
堅
田
漁
業
協
同
組
合
が

経
営
す
る
直
売
所
の
と
れ
と

れ
市
場
を
中
心
に
温
泉
、
養
殖

場
、
釣
堀
、
屋
形
船
、
回
転
す

し
店
、
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
パ

ン
ダ
型
の
宿
泊
施
設
な
ど
を

擁
す
る
滞
在
型
の
複
合
施
設

で
あ
っ
た
。

　
「
と
れ
と
れ
市
場
」
は
、
鮮

魚
を
は
じ
め
、
特
産
品
で
あ
る

梅
製
品
や
菓
子
な
ど
の
お
土

産
品
、
購
入
し
た
鮮
魚
な
ど
を

食
べ
ら
れ
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

場
な
ど
10
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、

集
積
さ
れ
た
商
品
は
地
域
の

活
力
を
表
し
て
い
た
。
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◇ 議員と語る会 を行います
　毎年恒例となりました「議員と語る会」を行います。今回は、６ヵ所の会場で自
由な意見交換を行います。ぜひお誘いあわせてご参加ください。
※申し込みは不要です。直接会場にお越しください。どの会場でもご参加いただけます。

「災害時に議会は何をすべきか」
～西部町村議会議員研修会～

　８月30日、災害時の議会の役割・責任
として、「執行部に個別案件を持ち込まな
い」、「復旧、復興へ向けた議論を主導」
など、議員の役割を聞きました。

タブレット端末導入の
日南町議会を視察

～議会改革調査特別委員会～
　８月23日、現在設置している議会改革
調査特別委員会で、タブレット端末を導入し
ている日南町議会を視察しました。議員全
員にタブレット端末を貸与し、議案集として
活用するなど電子化を進めていました。

日　　時 会　　場 参加議員

11月 11日（月）
午後7時から 保健福祉センターなわ 大森正治、近藤大介、西山富三郎

野口俊明、森本貴之

11月 12日（火）
午後7時から 高麗コミュニティーセンター 吉原美智恵、岡田　聰、西尾寿博

大原広巳、門脇輝明

11月 12日（火）
午後7時から

まなびの里甲川
（旧上中山保育所）

大杖正彦、加藤紀之、野口昌作
米本隆記、池田幸恵

11月 13日（水）
午後7時から 生活想像館 大森正治、近藤大介、西山富三郎

野口俊明、森本貴之

11月 14日（木）
午後7時から 香取香雲荘 吉原美智恵、岡田　聰、西尾寿博

大原広巳、門脇輝明

11月 15日（金）
午後7時から 大山農村環境改善センター 大杖正彦、加藤紀之、野口昌作

米本隆記、池田幸恵

西部の議員が一堂に会して研修

議長交際費
　平成 30 年度の議長交際費は 8 万 3000
円でした。
（詳細は議会ホームページを
ご覧ください）
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７
月
臨
時
会
（
７
月
17
日
）

小
学
校
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
、
の

２
議
案
を
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
も
の
は
法
人
町
民
税
の
還
付
金
で
、

財
産
の
取
得
に
つ
い
て
は
小
学
校
で
使
用
す
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
で
す
。

◇
入
札
方
法
◇

【
門
脇
議
員
】
法
令
上
、

一
般
競
争
入
札
が
原
則

で
、
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
に
限
り
指
名
競
争

入
札
や
随
意
契
約
が
許

さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
競
争
入
札
に
し

な
か
っ
た
理
由
は
な
に

か
。

【
総
務
課
長
】
不
信
用
・

不
誠
実
な
業
者
を
あ
ら

か
じ
め
除
く
こ
と
で
、
速

や
か
な
財
産
取
得
を
行

う
た
め
で
あ
る
。

視察受け入れ　～広報常任委員会～

　10月2日、徳島県東みよし町議会の広報特別委員
会が、議会広報紙の編集について視察研修に来庁さ
れました。
　11月13日には福岡県添田町議会から視察来庁予
定です。

議会だよりの編集を学ぶ　～広報常任委員会～

　７月１０日、全国町村議会議長会主催の議会広報紙
編集に関する研修会に参加しました。
　８月７日、鳥取県町村議会議長会主催の議会広報
紙編集に関する研修会に参加しました。

東みよし町から５人が来庁

三朝町での研修に参加

質 

疑

◇
適
正
な
価
格
◇

【
加
藤
議
員
】
設
計
額

は
２
１
０
０
万
円
だ

が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

同
じ
機
種
を
調
べ
る
と

１
２
０
０
万
円
ほ
ど
で
購

入
で
き
る
。

　

ど
う
い
う
算
定
を
し

て
い
る
か
。

【
幼
児
学
校
教
育
課
長
】

必
要
な
機
能
を
備
え
た

機
種
で
数
社
か
ら
見
積

も
り
を
と
り
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
関
係
に
詳
し

い
職
員
が
算
定
し
て
い

る
。

討
論

○
反
対

【
加
藤
議
員
】
算
定
さ
れ

た
設
計
額
が
一
般
的
な

価
格
と
か
け
離
れ
て
い

る
。
公
金
は
、一
般
競
争

入
札
で
有
効
に
つ
か
う

べ
き
。

○
賛
成

【
西
山
議
員
】
質
疑
の
答

弁
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
一

般
競
争
入
札
で
は
リ
ス

ク
が
高
い
と
い
う
説
明

に
は
納
得
が
で
き
る
。

【
門
脇
議
員
】
仕
様
や
質

疑
で
の
説
明
な
ど
に
不

備
な
点
は
あ
る
が
、
手
続

き
自
体
は
適
正
に
行
わ

れ
て
い
る
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

早
く
取
得
で
き
る
こ
と

は
、
学
習
上
の
有
意
性
が

高
い
。
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議
会
だ
よ
り
だ
い
せ
ん

2019.10  N
O

.58

　

９
月
定
例
会
は
、
活
発
な

論
戦
が
行
わ
れ
、
平
成
30
年

度
一
般
会
計
決
算
が
７
対
８

と
僅
差
で
合
併
後
初
の
不
認

定
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
は
、
す
で
に
執
行
さ

れ
た
も
の
の
た
め
、
不
認
定

に
な
っ
て
も
法
的
効
力
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
町
長
の
政
治

的
責
任
は
問
わ
れ
ま
す
。
予

算
編
成
で
の
対
応
が
注
視
さ

れ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
だ
よ
り
は
、

開
か
れ
た
議
会
を
実
践
す
る

た
め
、
編
集
に
当
た
っ
て
は
、

い
か
に
あ
り
の
ま
ま
を
出
来

る
だ
け
早
く
、
分
か
り
や
す

く
お
伝
え
す
る
か
に
心
を
砕

い
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
議
会
だ
よ
り
が

２
ヵ
月
後
発
行
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
、
定
例
会
後
1
ヵ
月

以
内
の
発
行
に
努
力
し
て
い

ま
す
。

　

全
戸
配
布
で
あ
り
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
と
願
う
と
こ
ろ
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
（
岡
田
）

【
発
行
責
任
者
】

　
　
　

議
長　

杉
谷　

洋
一

【
広
報
常
任
委
員
会
】

　

委
員
長　

大
森　

正
治

副
委
員
長　

池
田　

幸
恵

委
員　

西
山
富
三
郎

委
員　

岡
田　

聰

委
員　

西
尾　

寿
博

委
員　

野
口　

昌
作

委
員　

大
杖　

正
彦

委
員　

加
藤　

紀
之

安達麻衣
（大山中３年）

公
共
交
通
機
関
の

充
実
で
広
が
る

行
動
範
囲

　

私
が
大
山
町
に
の
ぞ
む
こ
と
は
、
公
共
交
通
機
関
を
充

実
さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
、所
子
地
区
や
高
麗
地
区
の
中
学
校
の
友
達
に「
○

○
ち
ゃ
ん
の
家
で
一
緒
に
遊
ぼ
う
！
」
と
誘
わ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
大
山
地
区
に
住
ん
で
い
る
私
は
親

の
送
り
迎
え
が
な
い
と
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
不

便
さ
を
痛
感
し
ま
す
。

　

私
が
そ
う
な
ら
、
車
を
運
転
し
な
い
お
年
寄
り
の
方
々

は
買
い
物
な
ど
が
と
て
も
不
便
だ
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、

大
山
地
区
か
ら
所
子
地
区
や
高
麗
地
区
に
つ
な
が
る
バ
ス

な
ど
が
充
実
す
れ
ば
、
町
民
の
生
活
も
今
以
上
に
充
実
す

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
町
民
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
の
人
た
ち
に
と
っ

て
も
町
内
で
の
行
動
範
囲
が
広
が
り
、
よ
り
大
山
町
の
こ

と
を
知
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

影山歩奏
（名和中３年）

大
山
町
に

の
ぞ
む
こ
と

　

私
が
大
山
町
に
の
ぞ
む
こ
と
は
、
子
ど
も
の
遊
べ
る
場

所
を
増
や
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
場
所
に
は
丸
広
場
と
い
う
広
場
が
あ

り
ま
す
。
昔
は
、
そ
こ
で
私
の
弟
や
近
所
の
子
ど
も
が
毎

日
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
し
た
。で
す
が
３
〜
４
年
前
、

住
宅
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
、
車
が
通
っ
て
危
な
い
と
い
う

こ
と
で
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
小
学
校
か
ら
は
、
学
校

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
使
っ
て
も
い
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
で

も
家
か
ら
歩
い
て
15
分
以
上
か
か
る
た
め
使
う
こ
と
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
私
の
家
の
近
く
に
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
を
作
っ
て
ほ
し

い
で
す
。
私
は
御
来
屋
保
育
所
跡
地
を
使
っ
て
ほ
し
い
で

す
。
あ
そ
こ
は
、
車
が
直
接
横
を
通
る
わ
け
で
は
な
い
の

で
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
も
大
丈
夫
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
山
町
の
子
ど
も
が
も
っ
と
外
で
遊
ん
だ
り
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
む
場
所
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

山下莉央
（中山中３年）

大
山
町
の

良
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
た
い

　

私
は
、県
外
や
街
に
住
む
人
に
、も
っ
と
大
山
町
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

大
山
町
に
は
多
く
の
田
や
畑
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
活

用
し
て
野
菜
な
ど
の
収
穫
体
験
を
し
て
も
ら
っ
た
り
、
実

際
に
調
理
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
大
山
町
の
食
の
お

い
し
さ
を
伝
え
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す
。
食
の
お
い
し
さ

を
伝
え
る
こ
と
で
、
大
山
町
産
の
野
菜
な
ど
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
、
収
穫
の
楽
し
さ
と
思
い
出
が
残
り
ま
す
。
最
近
で

は
、農
業
体
験
を
し
た
い
人
が
増
え
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

田
や
畑
の
多
い
大
山
町
に
は
、ぴ
っ
た
り
だ
と
思
い
ま
す
。

町
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、
大
山
町
の
良
さ
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
た
ら
良
い
と
思
い
ま
す
。


